祭祀伝承に見る崇神天皇像 by 烏谷 知子 & 昭和女子大学日本語日本文学科
祭
祀
伝
承
に
見
る
崇
神
天
皇
像
烏
谷
知
子
は
じ
め
に
記
に
お
い
て
初
国
知
ら
し
し
御
真
木
天
皇
、
紀
で
は
御
肇
国
天
皇
と
称
さ
れ
る
崇
神
天
皇
の
御
代
は
、
祭
政
一
致
の
時
代
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
記
紀
に
お
い
て
人
民
が
死
に
絶
え
よ
う
と
す
る
状
態
を
鎮
め
る
為
に
神
々
の
祭
祀
が
行
わ
れ
る
の
は
両
書
に
共
通
し
て
い
る
が
、
記
で
は
美
和
山
の
大
物
主
神
の
祟
り
が
特
筆
さ
れ
、
そ
れ
を
鎮
め
る
神
主
と
な
る
意
富
多
多
泥
古
の
出
自
を
語
る
三
輪
山
伝
承
が
載
せ
ら
れ
る
。
一
方
紀
で
は
記
に
は
な
い
、
天
照
大
神
と
倭
大
国
魂
神
の
祭
祀
が
記
さ
れ
る
。
神
代
紀
下
巻
第
九
段
一
書
第
二
の
伝
承
を
受
け
て
行
わ
れ
て
き
た
天
照
の
宝
鏡
と
天
皇
の
同
床
同
殿
が
解
か
れ
、
天
照
大
神
が
豊
鍬
入
姫
命
に
託
け
ら
れ
て
、
倭
の
笠
縫
邑
に
祭
ら
れ
る
。
ま
た
倭
大
国
魂
神
は
渟
名
城
入
姫
命
に
託
け
ら
れ
る
が
、
姫
は
こ
の
神
を
祭
る
こ
と
が
出
来
ず
、
市
磯
長
尾
市
が
神
主
と
な
る
。
大
物
主
神
を
祭
る
神
主
と
し
て
大
田
田
根
子
が
探
し
出
さ
れ
る
の
は
記
紀
に
共
通
し
て
い
る
が
、
紀
で
は
大
田
田
根
子
は
大
物
主
神
の
子
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
出
自
を
説
く
三
輪
山
伝
承
は
記
さ
れ
な
い
。
崇
神
紀
八
年
十
二
月
条
に
三
輪
神
宴
歌
謡
が
載
せ
ら
れ
、
大
物
主
神
の
祭
祀
が
語
ら
れ
る
。
さ
ら
に
記
に
は
系
譜
部
を
除
い
て
神
々
の
祭
祀
を
行
う
皇
女
は
一
切
登
場
し
な
い
。
紀
に
特
筆
さ
れ
る
天
照
の
祭
祀
も
、
「
妹
豐
比
賣
命
は
拜 伊
勢
大
神
の
宮
を
き
祭
り
た
ま
ひ
き
。 」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
紀
に
登
場
す
る
す
ぐ
れ
た
巫
女
と
称
さ
れ
る
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
や
、
夢
に
神
意
を
得
る
倭
迹
速
神
浅
茅
原
目
妙
姫
大
水
口
宿

伊
勢
麻
績
君
は
記
に
は
記
さ
れ
ず
、
崇
神
天
皇
自
ら
が
夢
に
神
意
を
得
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
大
物
主
神
と
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
の
神
婚
を
語
る
紀
の
墓
伝
承
は
、
記
に
は
載
せ
ら
れ
な
い
。
古
事
記
は
崇
神
天
皇
条
の
祭
祀
を
日
本
書
紀
と
は
異
な
る
観
点
で
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
両
書
の
記
述
の
相
違
は
、
共
に
ハ
ツ
ク
ニ
シ
ラ
ス
と
称
え
ら
れ
る
記
紀
の
崇
神
天
皇
の
描
写
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
大
物
主
神
の
祭
祀
を
中
心
に
、
古
事
記
の
崇
神
天
皇
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
一
大
物
主
神
ま
ず
古
事
記
の
大
物
主
神
の
性
格
を
お
さ
え
て
お
く
。
こ
の
神
の
登
場
は
上
巻
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
（
傍
点
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
是
に
大
國
神
、
愁
ひ
て
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
吾
獨
し
て
何
に
か
能
く
此
の
國
を
得
作
ら
む
。
孰
れ
の
神
と
吾
と
、
能
く
此 ・
の ・
國 ・
を ・
相 ・
作 ・
ら ・
む ・
や
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
是
の
時
に
を
光
し
て
依
り
來
る
神
あ
り
き
。
其
の
神
の
言
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
能
く
我 ・
が ・
	
・
を ・
治 ・
め ・
ば ・
、
吾
能
く
共
與
に
相 ・
作 ・
り ・


・
さ ・
む ・
。
若
し
然
ら
ず
ば
國 ・


・
り ・

・
け ・
む ・
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
―１―
学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
九
〇
三
号
一
～
一
七
（
二
〇
一
六
一
）
き
。
爾
に
大
國
神
曰
し
し
く
、
「
然
ら
ば
治
め
奉
る
は
奈
何
に
ぞ
。
」
と
ま
を
し
た
ま
へ
ば
、
「
吾
を
ば
倭
の
靑
垣
の
東
の
山
の
上
に
伊
岐
奉
れ
。
」
と
答
へ
言
り
た
ま
ひ
き
。
此
は
御
山
の
上
に
坐
す
神
な
り
。
大
国
主
神
の
国
作
り
の
協
力
者
と
し
て
海
の
彼
方
か
ら
依
り
来
る
神
と
し
て
描
写
さ
れ
る
こ
の
神
は
、
「
を
光
ら
し
て
」
と
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
に
は
そ
の
姿
が
蛇
と
さ
れ
る
肥
長
比
売
が
「
原
を
光
し
て
」
と
記
さ
れ
、
八
尋
大
鰐
に
な
っ
て
出
産
す
る
豊
玉
姫
が
「
を
光
し
て
來
到
る
。
」
（
第
十
段
一
書
第
三
）
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
蛇
神
的
海
神
的
な
海
原
を
原
郷
と
す
る
性
格
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
傍
点
部
の
よ
う
に
こ
の
神
を
祭
る
こ
と
が
国
作
り
と
国
が
成
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
神
名
や
そ
の
形
状
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
が
、
傍
線
部
の
「
倭
の
靑
垣
の
東
の
山
の
上
」
「
御
山
の
上
に
坐
す
神
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
こ
の
神
が
中
巻
の
崇
神
記
に
登
場
す
る
大
物
主
神
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
日
本
書
紀
第
八
段
一
書
第
六
に
は
、
大
物
主
神
が
大
国
主
神
の
亦
の
名
の
第
一
に
記
さ
れ
る
。
一
書
に
曰
は
く
、
大
國
神
、
亦
の
名
は
大 ・
物 ・

・
神 ・
、
亦
は
國
作
大
己
貴
命
と
號
す
。
亦
は
葦
原
醜
男
と
曰
す
。
亦
は
八
千
戈
神
と
曰
す
。
亦
は
大
國
玉
神
と
曰
す
。
亦
は
顯
國
玉
神
と
曰
す
。
ま
た
、
国
作
り
の
協
力
者
出
現
の
場
面
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
遂
に
因
り
て
言
は
く
、
「
今
此 ・
の ・
國 ・
を ・
理 ・
む ・
る ・
は
、
唯
し
吾
一
身
の
み
な
り
。
其
れ
吾
と
共
に
天 ・
下 ・
を ・
理 ・
む ・
べ ・
き ・

・
、
蓋
し
有
り
や
」
と
の
た
ま
ふ
。
時
に
、
神
し
き
光
に
照
し
て
、
忽
然
に
	び
來
る
有
り
。
曰
は
く
、
「
如
し
吾
在
ら
ず
は
、
汝
何
ぞ
能
く
此
の
國
を


・
け ・
ま
し
や
。
吾
が
在
る
に
由
り
て
の
故
に
、
汝
其 ・
の ・
大 ・
き ・
に ・

・
る ・
績 ・
を ・

・
つ ・
こ ・
と ・
得 ・
た ・
り ・
」
と
い
ふ
。
是
の
時
に
、
大
己
貴
神
問
ひ
て
曰
は
く
、
「
然
ら
ば
汝
は
是
誰
ぞ
」
と
の
た
ま
ふ
。
對
へ
て
曰
は
く
、
「
吾
は
是
汝
が
幸 ・
魂 ・
奇 ・
魂 ・
な
り
」
と
い
ふ
。
大
己
貴
神
の
曰
は
く
、
「
唯
然
な
り
。
廼
ち
知
り
ぬ
、
汝
は
是
吾
が
幸 ・
魂 ・
奇 ・
魂 ・
な
り
。
今
何
處
に
か
住
ま
む
と
欲
ふ
」
と
の
た
ま
ふ
。
對
へ
て
曰
は
く
、
「
吾
は
日
本
國
の
三
山
に
住
ま
む
と
欲
ふ
」
と
い
ふ
。
故
、
ち
宮
を
彼
處
に
營
り
て
、
就
き
て
居
し
ま
さ
し
む
。
此
、
大
三
輪
の
神
な
り
。
此
の
神
の
子
は
、
ち
甘
茂
君
等
大
三
輪
君
等
、

蹈

五
十
鈴
命
な
り
。
曰
は
く
、
事
代
神
、
八
熊
鰐
に
化
爲
り
て
、
三
嶋
の
溝

、
或
は
云
は
く
、
玉

と
い
ふ
に
ひ
た
ま
ふ
。
而
し
て
兒
蹈
五
十
鈴
命
を
生
み
た
ま
ふ
。
是
を
神
日
本
磐
余
火
火
出
見
天
皇
の
后
と
す
。
こ
の
段
に
は
、「
天
下
を
理
む
」「

け
」「
其
の
大
き
に
る
績
を
建
つ
こ
と
得
た
り
」
な
ど
統
治
色
が
強
い
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
大
己
貴
神
は
「
幸
魂
奇
魂
」
と
い
う
自
身
の
遊
離
魂
を
自
ら
祭
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
日
本
国
の
三
諸
山
に
自
ら
住
む
と
宣
言
し
た
神
が
、
大
三
輪
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
記
が
初
代
神
武
天
皇
の
大
后
を
大
物
主
神
の
女
と
す
る
の
に
対
し
、
紀
で
は
大
国
主
神
の
子
で
あ
る
事
代
主
神
の
女
と
す
る
。
記
で
は
大
国
主
神
と
大
物
主
神
を
別
神
と
し
て
扱
う
の
に
対
し
、
紀
の
二
つ
の
異
伝
で
は
、
大
国
主
神
と
大
物
主
神
を
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
一
方
、
大
己
貴
神
と
大
物
主
神
を
別
神
と
し
て
扱
う
伝
承
も
存
在
す
る
。
是
に
、
大
己
貴
神
報
へ
て
曰
さ
く
、
「
天
神
の
勅
、
如
此
慇
懃
な
り
。
敢
へ
て
命
に
從
は
ざ
ら
む
や
。
吾
が
治
す
顯
露
の
事
は
、
皇
孫
當
に
治
め
た
ま
ふ
べ
し
。
吾
は
り
て
幽
事
を
治
め
む
」
と
ま
う
す
。
乃
ち
岐
神
を
二
の
神
に
薦
め
て
曰
さ
く
、
「
是
、
當
に
我
に
代
り
て
從
へ
奉
る
べ
し
。
吾
、
將
に
此
よ
り
去
り
な
む
」
と
ま
う
し
て
、
ち
躬
に
瑞
の
八
坂
瓊
を
被
ひ
て
、
長
に
隱
れ
ま
し
き
。
故
、
經
津
神
、
岐
神
を
以
て

と
し
て
、

流
き
つ
つ


ぐ
。
命
有
る
を
ば
、
ち
加
斬
戮
す
。
歸
順
ふ
を
ば
、
仍
り
て
加
―２―
褒
美
む
。
是
の
時
に
、
歸
順
ふ
首
渠
は
、
大 ・
物 ・

・
神 ・
び
事
代
神
な
り
。
乃
ち
八
十
萬
の
神
を
天
高
市
に
合
め
て
、
帥
ゐ
て
天
に
昇
り
て
、
其
の
誠
款
の
至
を
陳
す
。
時
に
高
皇
靈
、
大 ・
物 ・

・
神 ・
に
勅
す
ら
く
、
「
汝
若
し
國
神
を
以
て
妻
と
せ
ば
、
吾
汝
を
疏
き
心
有
り
と
謂
は
む
。
故
、
今
吾
が
女
三
穗
津
を
以
て
、
汝
に
配
せ
て
妻
と
せ
む
。
八
十
萬
神
を
領
ゐ
て
、
永
に
皇
孫
の
爲
に
護
り
奉
れ
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
乃
ち
り
降
ら
し
む
。
（
第
九
段
一
書
第
二
）
大
己
貴
神
が
隠
れ
た
後
、
大
物
主
神
は
葦
原
中
国
の
首
領
の
一
柱
と
し
て
八
十
万
神
を
統
率
す
る
存
在
で
あ
り
、
高
皇
産
靈
尊
の
女
と
婚
姻
し
て
皇
孫
の
護
り
と
な
る
こ
と
を
誓
い
、
地
上
に
帰
還
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
大
き
な
力
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
。
阿
部
眞
司 ①
や
矢
嶋
泉 ②
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
記
の
大
物
主
神
は
出
自
が
曖
昧
な
、
系
類
を
も
た
な
い
神
で
あ
る
。
自
ら
の
宣
言
に
よ
り
国
を
成
す
神
と
な
り
三
諸
山
の
東
の
峰
に
祭
ら
れ
、
初
代
神
武
天
皇
の
皇
后
の
父
と
し
て
出
現
し
、
第
十
代
崇
神
天
皇
の
御
代
に
神
主
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
記
の
大
物
主
神
は
、
大
国
主
神
と
は
別
神
の
扱
い
を
さ
れ
な
が
ら
も
大
国
主
神
を
介
し
て
国
つ
神
を
象
徴
す
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
須
佐
之
男
大
神
に
葦
原
中
国
の
国
作
り
を
行
う
神
と
し
て
承
認
さ
れ
た
大
国
主
神
は
、
そ
の
命
を
実
行
に
移
し
て
い
く
。
八
千
矛
神
と
須
勢
理
毘
売
の
や
り
と
り
の
中
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
	其
の
神
の
嫡
○
后
○
須
勢
理
毘
賣
命
、
甚
く
嫉
妬
爲
た
ま
ひ
き
。
故
、
其
の
日
○
子
○
遲
○
の
神
和
備
弖
、
出
雲
よ
り
倭 ・
國 ・
に
上
り
坐
さ
む
と
し
て
、
束
裝
し
立
た
す
時
に
、
須
勢
理
毘
売
に
出
立
寸
前
の
格
好
で
歌
い
か
け
る
。
「
群
鳥
の
我
が
群
れ

な
ば
引
け
鳥
の
我
が
引
け

な
ば
」
（
第
四
番
）
と
、
自
分
が
皆
と
一
緒
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
あ
な
た
は
嘆
き
泣
か
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
私
が
倭
国
へ
出
か
け
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
の
か
、
と
言
外
に
に
お
わ
せ
須
勢
理
毘
売
の
嫉
妬
の
鋒
を
か
わ
し
な
が
ら
歌
い
か
け
る
。
そ
れ
を
受
け
て
須
勢
理
毘
売
は
、
あ
な
た
以
外
に
男
も
夫
も
い
な
い
と
し
て
、
共
寝
の
床
に
誘
い
か
け
な
が
ら
大
御
酒
坏
を
捧
げ
る
。
大
国
主
神
は
須
勢
理
毘
売
の
言
葉
を
受
け
入
れ
、
夫
婦
の
神
は
「
宇
伎
由
比
爲
て
、
宇
那
賀
氣
理
弖
今
に
至
る
ま
で
鎭
ま
り
坐
す
」
こ
と
に
な
る
。
豊
饒
を
疎
外
す
る
嫡
后
の
嫉
妬
を
鎮
め
夫
婦
の
神
は
和
合
す
る
が
、
嫉
妬
が
大
国
主
神
の
倭
国
行
き
を
阻
止
し
た
と
も
、
大
国
主
神
が
須
勢
理
毘
売
の
情
を
受
け
入
れ
て
思
い
と
ど
ま
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
結
果
的
に
大
国
主
神
は
須
佐
之
男
大
神
が
「
宇
能
山
の
山
本
に
、
底
津
石
根
に
宮
掎
布
刀
斯
理
、
高
天
の
原
に
氷
椽
多
斯
理
て
居
れ
」
と
命
じ
た
よ
う
に
出
雲
国
に
と
ど
ま
る
存
在
と
な
る
。
松
本
直
樹
は
、
倭
国
行
き
の
目
的
は
妻
問
い
に
あ
る
と
し
、
「
葦
原
中
国
全
体
を
宇
志
波
流
大
国
主
神
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
妻
問
い
を
否
定
す
る
形
で
彼
を
出
雲
国
に
引
き
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
彼
と
出
雲
と
の
関
係
を
確
認
す
る
以
外
に
、
彼
と
大
和
と
の
関
わ
り
を
否
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
為
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
和
へ
上る
と
あ
る
こ
と
は
、
世
界
の
中
心
が
大
和
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
大
和
の
特
別
性
を
初
め
て
示
し
た
表
現
と
し
て
注
目
さ
れ
る ③
。
」
と
指
摘
す
る
。
大
国
主
神
を
出
雲
に
と
ど
ま
ら
せ
る
こ
と
で
、
神
婚
に
よ
っ
て
大
和
国
魂
を
血
統
に
取
り
込
む
の
は
、
大
物
主
神
の
女
を
嫡
后
と
す
る
神
武
天
皇
に
な
る
。
二
神
の
や
り
と
り
に
際
し
て
須
勢
理
毘
売
に
「
嫡
○
后
○
」
を
冠
し
、
大
国
主
神
を
「
其
の
日
○
子
○
遲
○
の
」
と
呼
ぶ
の
は
、
天
皇
に
対
す
る
嫡
后
で
あ
る
な
ら
ば
異
和
感
は
な
い
が
、
須
勢
理
毘
売
を
中
心
に
据
え
て
夫
婦
の
関
係
を
人
の
世
に
準
ら
え
て
い
る
表
現
で
あ
る
。
大
物
主
神
の
祭
祀
と
関
わ
る
倭
国
行
き
が
阻
止
さ
れ
る
場
面
で
こ
の
よ
う
な
称
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
選
ば
れ
た
王
者
と
そ
の
嫡
后
の
聖
婚
を
語
り
つ
つ
、
大
国
主
神
の
支
配
に
関
し
て
は
不
完
全
な
部
分
を
残
し
、
神
武
記
で
は
御
子
が
誕
生
し
て
豊
饒
と
繁
栄
が
将
来
さ
れ
る
と
い
う
、
出
雲
と
大
和
の
聖
婚
の
対
照
的
な
帰
結
が
意
識
さ
れ
て
配
さ
れ
た
為
と
思
わ
れ
る
。
―３―
谷
口
雅
博
は
、
「
大
国
主
神
の
神
話
の
中
に
倭
が
記
さ
れ
る
要
因
は
、
天
神
に
奉
っ
た
葦原
中
国
と
、
神
武
記
以
降
重
要
な
地
と
な
る
倭国
と
の
関
連
を
提
示
す
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か ④
。」
と
し
、『
古
事
記
』
の
場
合
に
は
倭
国
と
大
国
主
神
と
を
関
連
づ
け
ま
い
と
す
る
意
識
が
う
か
が
え
る ⑤
と
指
摘
す
る
。
大
国
主
神
の
倭
国
行
き
が
阻
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
川
副
武
胤 ⑥
、
矢
嶋
泉 ⑦
松
本
直
樹 ⑧
谷
口
雅
博 ⑨
は
、
三
諸
山
に
坐
す
神
の
祭
祀
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
み
て
、
国
を
作
り
成
す
事
業
は
完
成
さ
れ
な
か
っ
た
為
に
崇
神
記
の
大
物
主
神
の
祭
祀
が
語
ら
れ
る
と
し
、
上
巻
と
中
巻
の
密
接
な
構
想
の
関
連
を
指
摘
す
る
。
首
肯
さ
れ
る
見
解
で
あ
ろ
う
。
青
木
周
平
は
、「
上
巻
の
倭
は
、
中
巻
に
お
い
て
一
つ
の
統
治
空
間
と
し
て
、
王
権
の
中
心
地
を
示
す
ヤマ
ト
と
し
て
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
」
と
し
、「
三輪
神
が
倭の
青
垣
の
山
の
上
に
伊
都
岐
奉
れ
と
言
っ
た
意
味
は
大
き
い
と
い
え
よ
う ⑩
。」
と
指
摘
す
る
。
で
は
大
物
主
神
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
神
で
あ
ろ
う
か
。
記
紀
の
大
物
主
神
の
性
格
は
多
面
的
で
あ
り
、
一
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
崇
神
記
に
記
さ
れ
る
大
物
主
神
は
、
そ
の
御
心
に
よ
っ
て
人
民
を
死
に
至
ら
せ
る
祟
り
神
の
性
格
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
益
田
勝
実
は
「
疫
癘
の
カ
ミ ⑪
」
と
捉
え
る
。
ま
た
久
田
泉
は
、
「
大
田
田
根
子
に
よ
る
大
物
主
神
祭
祀
は
正
に
始
源
的
祟 ・
り ・
神 ・
祭 ・
祀 ・
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の ⑫
」
と
捉
え
る
。
壬
生
幸
子
は
古
事
記
に
お
け
る
「
物
」
の
用
字
の
検
討
の
結
果
、
神
を
生
み
出
す
因
と
な
る
次
の
四
例
と
、
妖
を
引
き
起
こ
す
力
を
も
つ
例
を
あ
げ
、
「
物
に
は
、
刺
激
が
あ
れ
ば
発
動
し
、
神
を
生
み
出
す
因
と
な
っ
た
り
災
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
一
種
の
力
を
も
つ
相
が
あ
る ⑬
」
と
指
摘
す
る
。
次
に
そ
の
例
を
あ
げ
る
。
神
を
生
み
出
す
因
と
な
る
例
・
國
稚
如
二
脂
一
而
、
久
羅
下
那
州
多
陀
用
	流
之
時
、
如
二
葦
牙
一
因
二
萌

之
物 ・
一 而

○
神
名
、
宇
志
阿
斯
訶
備
比
古
遲
神
。
天
之
常
立
神
。
・
右
件
自
二

神
一
以
下
、
邊
津
甲
斐
辨
羅
神
以
、
十
二
神
、
因
レ
二
レ
身
之
物 ・
一 、
レ 生
○
神
也
。
・
是
後
レ 生
○
五
掎
男
子
、
物
實
因
二 我
物 ・
一
レ

○
。
故
、
自
吾
子
也
。
・
先
レ 生
○
之
三
掎
女
子
、
物
實
因
二 汝
物 ・
一
レ

○
。
故
、
乃
汝
子
也
。
妖
を
引
き
起
こ
す
例
・
是
以
惡
神
之
音
、
如
二 狹
蠅
一 皆
滿
、
萬
物 ・
之
妖
悉
發
。
最
初
の
例
は
、
葦
芽
が
成
長
す
る
よ
う
な
萌
え
あ
が
る
生
命
力
に
よ
っ
て
成
れ
る
神
と
あ
り
、
次
の
例
は
脱
ぎ
捨
て
た
物
に
附
着
し
た
霊 モ
ノに
よ
っ
て
神
が
生
ま
れ
る
と
あ
る
。
三
例
目
と
四
例
目
は
一
続
き
の
文
脈
で
玉
と
剣
の
物
実
を
も
と
に
神
が
生
ま
れ
た
例
で
、
二
例
目
の
「
生
」
の
用
法
と
重
な
り
、「
生
」
と
「
成
」
が
重
ね
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
先
に
引
い
た
大
国
主
神
が
国
作
り
の
協
力
者
を
求
め
る
段
で
、
「
故
、
自
レ
爾
大
穴
牟
遲
與
二
少
名
毘
古
那
一
、
二
掎
神
相
並
、
作 ・
二
堅 ・
此
國
一 。
」
と
あ
り
、
少
名
毘
古
那
神
が
常
世
国
へ
去
っ
た
後
に
や
っ
て
来
た
大
物
主
神
は
、
「
能
治
二
我
一
、
吾
能
共
與
相
作 ・

・
。
若
不
レ
然
、
國
レ

・
。
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
御
諸
山
に
鎮
ま
っ
た
大
物
主
神
の
性
格
は
「
」
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
矢
嶋
泉
は
、「『
古
事
記
』
の
大
物
主
神
に
関
し
て
は
、
む
し
ろ
生
成
力
の
面
か
ら
捉
え
る
べ
き
も
の ⑭
」
と
す
る
。
崇
神
紀
八
年
十
二
月
の
条
に
は
、
此
の
神
酒
は
我
が
神
酒
な
ら
ず
倭 ・

・
す ・
大 ・
物 ・

・
の ・
釀
み
し
神
酒
幾
久
幾
久
（
第
一
五
番
）
と
歌
わ
れ
る
。
大
物
主
神
が
倭
を
造
成
す
る
神
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
う
か
が
わ
れ
る
。
崇
神
記
で
は
大
物
主
大
神
が
神
主
と
し
て
指
名
し
た
意
富
多
多
泥
古
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
天
皇
が
喜
び
、
「
天
下
、
人
民
榮
。
以
二
意
富
多
多
泥
古
命
一
、
爲
二
神
一
―４―
而
、
於
二
御
山
一
拜
二
祭
意
富
美
和
之
大 ・
神 ・

・
一 、
」
と
あ
る
。
「
拜
祭
」
の
語
は
記
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。
ａ
於
レ
是
副
二
賜
其
岐
斯
八
尺
勾
、
鏡
、
草
那
藝
劒
、
亦
常
世
思
金
神
、
手
力
男
神
、
天
石
門
別
神
一
而
詔
、
此
之
鏡
、
專
爲
二
我
御
魂
一
而
、
如
レ
拜
二
吾

・
一
、
伊
	岐
奉
。

思
金
神
、
取
二
持
事
一
爲
レ
政
。
此
二
掎
神
、
拜 ・
二
祭 ・
佐
久
久
斯
侶
、
伊
須
受
能
宮
一 。
（
上
巻
）
ｂ
妹
豐
比
賣
命
、
拜 ・
二
祭 ・伊
勢
大
（
崇
神
記
）
神
之
宮
一 也
。
ｃ
於
二 御
山
一 拜 ・
二
祭 ・
意
富
美
和
之
大
神

・
一 、
（
当
該
条
）
ｄ

倭
比
賣
命
、
拜 ・
二
祭 ・伊
勢
（
垂
仁
記
）
大
神
宮
一 也
。
「
拝
祭
」
は
全
註
釈 ⑮
注
釈 ⑯
で
は
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
、
思
想
大
系 ⑰
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集 ⑱
で
は
ヲ
ロ
ガ
ミ
マ
ツ
ル
マ
ツ
リ
キ
、
古
事
記
新
訂
版 ⑲
で
は
イ
ハ
ヒ
マ
ツ
リ
タ
マ
ヒ
キ
と
訓
む
。
注
釈
は
イ
ツ
ク
は
「
た
ん
に
マ
ツ
ル
と
い
う
の
と
は
異
な
り
、
神
と
人
と
が
系
譜
的
に
結
ば
れ
、
神
の
子
孫
を
称
す
る
も
の
が
そ
の
神
に
仕
え
る
場
合 ⑳
」
を
い
う
と
す
る
。
古
事
記
新
訂
版
の
頭
注
に
は
、「
拝祭
は
祭
ら
れ
る
神
を
さ
す
の
で
は
な
く
、
奉
仕
者
を
主
に
し
た
言
い
方
で
あ
る
（
高
藤
俊
晴
説
）。
す
る
と
此
二
柱
神

が
イ
ス
ズ
ノ
宮
の
奉
仕
神
で
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
第
一
の
詔
を
受
け
た
天
孫
（
こ
れ
を
神
と
し
て
い
る
こ
と
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
）
と
、
第
二
の
詔
を
受
け
た
思
金
神
で
あ
る
。
」
と
す
る
。
「
此
二
柱
神
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
古
事
記
伝
以
来
諸
説
が
あ
る
が
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

新
版
古
事
記
も
「
此
二
柱
神
」
を
邇
々
芸
命
と
思
金
神
と
す
る
。
文
脈
上
こ
の
解
釈
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
の
で
、
西
宮
一
民
の
見
解
に
従
う
。
猿
田
正
祝
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ａ
ｂ
ｄ
は
皇
祖
神
で
あ
る
伊
勢
神
宮
の
天
照
大
御
神
を
拝
察
の
対
象
と
し
て
お
り
、
当
該
条
で
の
「
拝
察
」
の
使
用
は
、
崇
神
天
皇
に
よ
る
大
三
輪
大
神
の
祭
祀
権
掌
握
が
天
照
大
御
神
の
祭
祀
と
同
様
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
神
主
と
し
て
大
物
主
神
の
神
意
に
叶
っ
た
意
富
多
多
泥
古
に
重
点
を
置
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
ｃ
の
当
該
伝
承
は
異
例
と
も
見
え
る
「
拝
祭
」
の
用
い
ら
れ
方
で
あ
る
。
ま
た
、
阿
部
眞
司
は
、
『
古
事
記
』
で
神
を
「
前
」
と
記
す
七
例
の
う
ち
、
祭
祀
を
要
求
す
る
神
が
自
身
を
「
我
（
吾
）
前
」
と
す
る
の
は
、
上
巻
の
三
諸
山
神
出
現
の
箇
所
と
ａ
ｃ
の
み
で
、
こ
の
表
現
を
見
る
限
り
「
御
諸
山
の
神
」
と
天
照
大
御
神
は
対
等
の
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
さ
ら
に
大
物
主
神
は
崇
神
記
に
お
い
て
「
大
物
主
大 ・
神 ・
」「
意
富
美
和
之
大 ・
神 ・
」
と
記
さ
れ
、「
大
神
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
青
木
周
平
は
古
事
記
の
三
十
二
例
を
分
析
し
、
中
下
巻
の
「
大
神
」
は
、
「
天
皇
に
と
っ
て
平
定
の
対
象
で
は
な
く
、
そ
の
神
威
を
神
祭
り
と
い
う
形
で
と
り
こ
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
存
在
」
で
あ
り
、
「
中
巻
に
あ
ら
わ
れ
る
大
神
は
、
上
巻
の
神
話
的
領
域
観
念
を
ひ
き
う
け
つ
つ
、
祭
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
皇
の
支
配
領
域
の
拡
大
過
程
を
語
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
」
と
述
べ
、
大
物
主
大
神
を
そ
の
中
心
的
存
在
の
一
つ
と
み
な
す
。
こ
の
よ
う
に
神
武
記
に
美
和
の
大
物
主
神
と
記
さ
れ
る
こ
の
神
は
、
崇
神
記
に
大
神
と
記
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
神
威
が
拡
大
す
る
神
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
の
祭
祀
は
神
の
示
現
と
御
言
に
よ
っ
て
取
り
行
わ
れ
る
。
ま
た
古
事
記
に
お
い
て
は
出
自
が
明
確
で
は
な
く
、
海
の
彼
方
の
他
界
か
ら
依
り
来
る
神
と
し
て
描
か
れ
、
大
国
主
神
の
国
作
り
と
の
関
係
に
よ
っ
て
登
場
す
る
。
大
国
主
神
の
葦
原
中
国
の
国
作
り
は
、
出
雲
を
中
心
と
し
て
な
さ
れ
る
が
、
大
物
主
神
は
倭
の
御
諸
山
に
鎮
ま
る
神
と
し
て
三
輪
山
の
神
と
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
大
国
主
神
と
対
称
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
大
国
主
神
は
倭
に
関
与
し
な
い
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
依
り
来
る
神
の
原
郷
は
「
物
」
の
存
在
す
る
と
こ
ろ
と
観
想
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
「
物
」
は
モ
ノ
を
生
成
し
た
り
、
モ
ノ
の
力
に
よ
っ
て
疫
病
を
流
行
さ
せ
た
り
す
る
霊 モ
ノが
原
初
的
な
姿
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
畏
怖
の
対
象
で
あ
っ
た
物
が
や
が
て
神
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
元
来
の
物
の
性
質
を
残
し
な
が
ら
、
三
輪
山
の
信
仰
と
結
び
つ
い
た
結
果
、
―５―
そ
の
形
状
は
蛇
神
、
鉤
穴
を
通
る
神
、
丹
塗
矢
な
ど
の
細
い
形
や
、
麗
し
き
壮
夫
に
自
在
に
変
化
す
る
と
語
ら
れ
一
定
の
形
状
を
と
ら
な
い
。
倭
の
三
諸
山
と
い
う
神
が
降
臨
す
る
信
仰
を
有
す
る
山
に
祭
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
美
和
山
の
神
と
な
り
、
大
和
を
代
表
す
る
神
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
モ
ノ
を
統
率
す
る
「
主
」
と
な
る
。
書
紀
第
九
段
一
書
第
二
に
見
ら
れ
る
、
「
八
十
萬
の
神
を
天
高
市
に
合
め
て
、
帥
ゐ
」
る
「
首
渠
」
の
表
現
は
、
こ
の
時
点
の
様
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
や
が
て
大
和
の
三
輪
山
に
鎮
ま
る
神
は
大
物
主
神
と
い
う
概
念
が
形
成
さ
れ
、
「
大
神
」
と
称
さ
れ
て
天
皇
家
が
祭
る
中
心
的
な
神
に
昇
格
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吉
井
巌
は
、
ヌ
シ
（
主
）
を
名
に
も
つ
神
々
は
記
紀
神
話
の
最
終
的
な
構
想
の
根
幹
の
部
分
に
位
置
し
、
支
配
被
支
配
、
所
有
被
所
有
、
管
掌
被
管
掌
と
い
う
政
治
的
性
格
を
一
段
と
強
く
打
ち
出
し
た
神
名
で
あ
り
、
そ
の
神
名
の
成
立
は
き
わ
め
て
新
し
い
と
し
、
大
物
主
神
が
記
紀
神
話
上
の
有
力
な
神
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
壬
申
の
乱
に
お
け
る
三
輪
君
の
積
極
的
な
行
動
と
決
し
て
無
縁
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
と
指
摘
す
る
。
万
葉
集
の
額
田
王
の
三
輪
山
惜
別
歌
（
1
一
七
、
一
八
）
に
は
、
三
輪
山
を
大
和
国
の
国
魂
の
象
徴
と
す
る
信
仰
が
見
ら
れ
、
井
戸
王
の
歌
か
ら
は
、
苧
環
型
の
三
輪
山
伝
承
が
宮
廷
人
の
間
に
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
長
い
年
月
を
か
け
て
形
成
さ
れ
た
三
輪
山
の
神
に
対
す
る
信
仰
を
包
含
し
な
が
ら
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
地
を
代
表
す
る
大
物
主
神
へ
の
祭
祀
と
、
皇
祖
神
と
さ
れ
た
天
つ
神
の
天
照
大
御
神
へ
の
祭
祀
は
、
共
に
「
大
神
」
に
対
す
る
「
拝
祭
」
と
記
さ
れ
な
が
ら
も
、
対
極
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
谷
口
雅
博
は
、「
国
家
安
平
也
」
に
は
、
祟
り
神
大
物
主
神
を
、「
負
の
存
在
」
か
ら
「
正
の
存
在
」
に
転
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
記
筆
録
者
の
積
極
的
な
意
味
づ
け
が
読
み
と
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。
崇
神
朝
は
大
物
主
大
神
の
信
仰
を
内
部
に
と
り
込
み
、
上
巻
に
お
い
て
や
り
残
さ
れ
て
い
た
神
の
祭
祀
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
で
大
和
国
の
平
安
が
も
た
ら
さ
れ
、
多
岐
に
亘
る
神
々
の
統
制
が
は
か
ら
れ
て
い
く
時
代
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
よ
う
。
二
崇
神
朝
の
祭
祀
記
に
は
崇
神
天
皇
の
祭
祀
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
此
の
天
皇
の
御
世
に
、
病
多
に
起
り
て
、
人
民
死
に
て
盡
き
む
と
爲
き
。
爾
に
天
皇
愁
ひ
き
た
ま
ひ
て
、
神
牀
に
坐
し
し
夜
、
大 ・
物 ・

・
大 ・
神 ・
、
御
夢
に
顯
れ
て
曰
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
是
は
我
が
御
心
ぞ
。
故
、
意 ・
富 ・
多 ・
多 ・
泥 ・
古 ・
を ・
以 ・
ち ・
て ・
、
我 ・
が ・
御 ・
	
・
を ・
祭 ・
ら ・
し ・
め ・
た ・
ま ・
は ・
ば ・
、
神
の
氣
起
ら
ず
、
國
安
ら
か
に

ら
ぎ
な
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
き
。
是
を
以
ち
て
驛
を
四
方
に
班
ち
て
、
意
富
多
多
泥
古
と
謂
ふ
人
を
求
め
た
ま
ひ
し
時
、
河
の
美
努
村
に
其
の
人
を
見
得
て
貢
り
き
。
爾
に
天
皇
、
「
汝
は
誰
が
子
ぞ
。
」
と
問
ひ
賜
へ
ば
、
答
へ
て
曰
し
し
く
、
「
僕
は
大
物
大
神
、
陶
津
耳
命
の
女
、
活
玉
依
毘
賣
を
娶
し
て
生
め
る
子
、
名
は
御
方
命
の
子
、


見
命
の
子
、
甕
命
の
子
、
僕
意
富
多
多
泥
古
ぞ
。
」
と
白
し
き
。
是
に
天
皇
大
く
歡
び
て
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、
「
天
の
下

ら
ぎ
、
人
民
榮
え
な
む
。
」
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
ち
意
富
多
多
泥
古
命
を
以
ち
て
神
主
と
爲
て
、
御 ・

・
山 ・
に ・
意 ・
富 ・
美 ・
和 ・
の ・
大 ・
神 ・
の ・
	
・
を ・
拜 ・
き ・
祭 ・
り ・
た ・
ま ・
ひ ・
き ・
。
伊
賀
色
許
男
命
に
仰
せ
て
、
天
の
八
十
毘
羅
訶
を
作
り
、
天
神
地
の
を
定
め
奉
り
た
ま
ひ
き
、
宇
陀
の
墨
坂
神
に
赤
色
の
楯
矛
を
祭
り
、
大
坂
神
に
墨
色
の
楯
矛
を
祭
り
、
坂
の
御
尾
の
神
河
の
の
神
に
、
悉
に
し
忘
る
る
こ
と
無
く
幣
帛
を
奉
り
た
ま
ひ
き
。
此
れ
に
因
り
て
の
氣
悉
に
息
み
て
、
國
家
安
ら
か
に

ら
ぎ
き
。
こ
の
部
分
に
は
、
大
物
主
大
神
の
神
意
に
従
い
、
意
富
多
多
泥
古
を
神
主
と
し
て
御
諸
山
で
大
美
和
大
神
の
祭
祀
を
行
う
こ
と
、
天
神
地
を
祭
る
こ
と
、
境
界
の
神
を
祭
り
国
境
を
守
り
堅
め
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
猿
田
正
祝
は
、
境
界
神
は
そ
の
地
域
の
守
護
神
で
あ
り
、
か
ら
は
崇
神
天
皇
が
祭
祀
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
和
国
内
の
支
配
確
立
を
語
る
伝
承
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
崇
神
記
紀
に
お
け
る
展
開
を
比
較
す
る
と
大
ま
か
に
次
の
よ
う
に
な
る
。
―６―
こ
れ
に
よ
る
と
崇
神
朝
の
流
れ
は
記
紀
に
お
い
て
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
が
、
○
印
を
付
し
た
記
事
は
古
事
記
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
崇
神
紀
十
七
年
以
降
の
記
事
は
、
′ｎ
を
除
い
て
書
紀
独
自
の
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
を
中
心
に
考
察
す
る
。
記
に
お
い
て
は
大
物
主
神
の
神
託
を
得
て
そ
の
祭
祀
を
実
行
す
る
の
は
崇
神
天
皇
で
あ
り
、
天
皇
自
ら
が
危
機
を
回
避
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
書
紀
で
は
神
が
か
り
を
す
る
の
は
天
皇
だ
け
で
は
な
い
。
記
紀
の
系
譜
（
8頁
）
を
比
較
す
る
と
、
孝
霊
天
皇
の
皇
女
で
あ
る
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
は
、
崇
神
紀
七
年
、
十
年
の
記
事
と
墓
伝
承
に
登
場
す
る
。
建
波
邇
安
王
の
反
乱
を
予
兆
す
る
少
女
の
歌
謡
を
解
く
の
は
、
記
で
は
崇
神
天
皇
で
あ
る
の
に
対
し
、
紀
で
は
天
皇
の
姑
で
あ
る
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
に
な
っ
て
い
る
。
記
の
系
譜
部
に
は
孝
霊
天
皇
と
意
富
夜
麻
登
国
阿
礼
比
売
命
の
子
と
し
て
、
夜
麻
登
登
母
母
曽
比
売
命
の
名
が
記
さ
れ
る
が
、
説
話
に
は
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
記
に
は
日
本
大
国
魂
神
の
こ
と
は
語
ら
れ
な
い
。
こ
の
神
の
祭
祀
に
失
敗
し
た
渟
名
城
入
姫
命
は
、
記
の
系
譜
部
に
も
崇
神
天
皇
と
意
富
阿
麻
比
売
と
の
子
と
し
て
沼
名
木
之
入
日
売
命
と
記
さ
れ
る
が
、
説
話
部
に
は
登
場
し
な
い
。
天
照
大
御
神
を
祭
っ
た
崇
神
天
皇
と
遠
津
年
魚
目
目
微
比
売
（
紀
遠
津
年
魚
眼
眼
妙
媛
）
と
の
間
の
豊
入
日
売
命
（
紀
豊
鍬
入
姫
命
）
も
系
譜
部
に
注
記
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
孝
霊
妃
の
意
富
夜
麻
登
国
阿
礼
比
売
（
記
）
と
倭
国
香
媛
（
紀
）
は
記
紀
で
名
の
異
同
が
あ
り
、
記
の
大
倭
国
阿
礼
比
売
の
名
は
倭
国
を
出
現
さ
せ
る
ヒ
メ
と
い
う
一
種
象
徴
的
な
名
で
あ
る
。
孝
元
皇
女
と
し
て
紀
に
倭
迹
迹
姫
命
の
名
が
見
え
る
が
墓
伝
承
の
女
主
人
公
の
表
記
は
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
で
あ
っ
た
り
、
倭
迹
迹
姫
命
と
記
さ
れ
た
り
す
る
の
で
、
伝
承
の
錯
綜
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
祭
祀
に
携
わ
っ
た
皇
女
の
名
は
、
記
紀
に
お
い
て
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
の
で
、
神
々
の
祭
祀
の
描
き
方
が
記
紀
で
異
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
記
紀
の
天
皇
像
や
時
代
の
描
き
方
に
も
反
映
し
て
い
よ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
神
々
の
示
現
が
記
に
お
い
て
は
崇
神
天
皇
の
神
牀
の
夢
に
表
れ
る
と
い
う
手
続
き
を
と
っ
て
行
わ
れ
、
天
―７―
ａ妹
豊
比
売
命
が
伊
勢
大
神
の
宮
を
拝
き
祭
る
。
（
系
譜
部
）
ｂ疫
病
流
行
、
神
牀
の
夢
に
大
物
主
大
神
示
現
。
意
富
多
多
泥
古
に
よ
る
祭
祀
の
要
求
。
ｃ意
富
多
多
泥
古
を
神
主
と
し
、
大
物
主
大
神
を
祭
ら
せ
る
。
ｄ伊
賀
色
許
男
命
に
天
の
八
十
毘
羅
訶
を
作
ら
せ
、
天
神
地
の
社
を
定
め
奉
る
。
ｅ宇
陀
の
墨
坂
神
、
大
坂
神
を
祭
る
。
ｆ御
尾
の
神
、
河
の
瀬
の
神
に
幣
帛
を
奉
る
。
ｇ疫
病
終
息
。
国
家
平
安
。
ｈ三
輪
山
伝
説
ｉ高
志
道
東
方
十
二
道
丹
波
国
へ
の
将
軍
派
遣
。
ｊ建
波
邇
安
王
の
反
逆
。
ｋ高
志
東
方
平
定
完
了
。
ｌ税
制
開
始
ｍ初
国
知
ら
し
し
御
真
木
天
皇
の
称
号
。
ｎ池
の
築
造
。
『
古
事
記
』
五
年
ｂ疫
病
流
行
。
六
年
神
へ
の
請
罪
。
′ａ天
照
大
神
を
豊
鍬
入
姫
命
に
託
け
て
、
倭
の
笠
縫
邑
に
祭
る
。
○日
本
大
国
魂
神
を
渟
名
城
入
姫
命
に
託
け
て
祭
ら
せ
る
が
失
敗
。
七
年
神
浅
茅
原
の
神
託
。
′ｂ大
物
主
神
の
祭
祀
要
求
。
天
皇
の
夢
に
大
物
主
神
が
現
れ
、
大
田
田
根
子
に
よ
る
祭
祀
を
要
求
。
伊
香
色
雄
に
八
十
平
瓮
を
以
て
、
神
を
祭
ら
せ
る
。
大
田
田
根
子
を
大
物
主
大
神
、
○長
尾
市
を
倭
の
大
国
魂
神
を
祭
る
祭
主
と
す
る
。
八
十
万
の
群
神
を
祭
る
。
天
社
国
社
、
神
地
神
戸
を
定
め
る
。
′ｇ疫
病
終
息
。
国
家
鎮
静
。
五
穀
豊
饒
。
八
年
○三
輪
神
饗
宴
歌
。
大
田
田
根
子
の
大
神
祭
祀
。
ｅ墨
坂
神
大
坂
神
を
祭
る
。
十
年
′ｉ四
道
将
軍
の
派
遣
′ｊ武
埴
安
彦
の
反
逆
。
○
墓
伝
承
。
十
一
年
′ｋ四
道
将
軍
に
よ
る
平
定
。
国
内
安
寧
。
十
二
年
′ｌ税
制
開
始
、
五
穀
豊
穣
、
天
下
太
平
。
′ｍ御
肇
国
天
皇
の
称
。
十
七
年
○船
舶
の
製
造
。
四
十
八
年
○皇
位
継
承
者
決
定
の
夢
占
六
十
年
○出
雲
神
宝
の
献
上
出
雲
大
神
の
祭
祀
。
六
十
二
年
′ｎ池
の
築
造
。
六
十
五
年
○任
那
国
朝
貢
。
『
日
本
書
紀
』
―８―
豊
城
入
彦
命
豊
鍬
入
姫
命
三
島
溝
咋
勢
夜
陀
多
良
比
売
7
古
事
記
系
譜
大
物
主
神
伊
須
気
余
理
比
売
神
武
天
皇
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
1
綏
靖
天
王
神
沼
河
耳
命
2
安
寧
天
皇
師
木
津
日
子
玉
手
見
命
3
（
師
木
県
主
の
祖
）
河
俣
毘
売
県
主
波
延
阿
久
斗
比
売
懿
徳
天
皇
大
倭
日
子
友
命
4 師
木
津
日
子
命
（
師
木
県
主
の
祖
）
賦
登
麻
和
訶
比
売
命
孝
昭
天
皇
御
真
津
日
子
訶
恵
志
泥
命
5
余
曽
多
本
毘
売
命
孝
安
天
皇
大
倭
帯
日
子
国
押
人
命
6姪
忍
鹿
比
売
命
孝
霊
天
皇
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
邇
命
蝿
伊
呂
泥
意
富
夜
麻
登
国
阿
礼
比
売
命
蝿
伊
呂
杼
夜
麻
登
登
母
母
曽
毘
売
命
孝
元
天
皇
大
倭
根
子
日
子
国
玖
琉
命
8
細
比
売
命
大
目
（
十
市
県
主
の
祖
）
内
色
許
売
命
内
色
許
男
命
開
化
天
皇
若
倭
根
子
日
子
大
毘
毘
命
9
伊
賀
色
許
売
命
比
古
布
都
押
之
信
命
大
毘
古
命
御
真
津
比
売
命
崇
神
天
皇
10
（
尾
張
連
の
祖
）
豊
入
日
売
命
豊
木
入
日
子
命
伊
久
米
伊
理
毘
古
伊
佐
知
命
11氷
羽
州
比
売
命 倭
比
売
命
景
行
天
皇
大
帯
日
子
淤
斯
呂
和
気
命
12
日
本
書
紀
系
譜
開
化
天
皇
孝
霊
天
皇
7 倭
国
香
媛
細
媛
命
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
孝
元
天
皇
笨
色
命
8
大
彦
命
倭
迹
迹
姫
命
伊
香
色
命
9
崇
神
天
皇
10
尾
張
大
海
媛
御
間
城
姫
遠
津
年
魚
眼
眼
妙
媛
八
坂
入
彦
命
渟
名
城
入
姫
命
垂
仁
天
皇
11日
葉
酢
媛
命
景
行
天
皇
倭
姫
命
陶
津
耳
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
の
出
自
活
玉
依
媛
奇
日
方
天
日
方
武
茅
渟

大
物
主
大
神 大
田
田
根
子
和
知
都
美
命
（
穂
積
臣
等
の
祖
）
八
坂
之
入
日
子
命
沼
名
木
之
入
日
売
命
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
の
出
自
陶
津
耳
命
大
物
主
大
神
活
玉
依
毘
売
御
方
命
飯
肩
巣
見
命
建
甕
命
意
富
多
多
泥
古
一
世
二
世
三
世
四
世
垂
仁
天
皇
御
真
木
入
日
子
印
恵
命
意
富
阿
麻
比
売
遠
津
年
魚
目
目
微
比
売
荒
河
刀
弁
（
木
国
造
）
一
世
皇
自
身
が
祭
政
を
司
る
と
い
う
意
図
が
見
ら
れ
る
。
天
皇
が
夢
に
神
託
を
得
る
の
は
、
垂
仁
朝
に
も
引
き
継
が
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
紀
に
お
い
て
は
神
の
示
現
は
、
天
皇
の
夢
だ
け
で
な
く
巫
女
的
な
資
格
を
も
つ
皇
女
や
男
性
神
官
に
対
し
て
も
な
さ
れ
る
。
ま
た
七
年
条
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
巫
女
へ
の
神
懸
り
も
あ
る
。
大
物
主
神
の
祭
祀
に
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
最
終
的
に
は
天
皇
の
祭
祀
が
成
功
し
、
天
皇
の
優
位
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
が
神
託
に
よ
っ
て
任
命
し
た
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
と
い
う
男
性
祭
祀
官
の
登
場
や
イ
カ
ガ
シ
コ
ヲ
と
い
う
祀
祭
者
の
登
場
が
語
ら
れ
る
の
は
記
紀
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
が
、
記
は
大
物
主
神
の
祭
祀
が
強
調
さ
れ
意
富
多
多
泥
古
の
登
場
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
お
り
、
紀
で
は
大
物
主
神
だ
け
で
は
な
く
倭
大
国
魂
神
の
祭
祀
を
行
う
市
磯
長
尾
市
も
登
場
す
る
。
ま
た
紀
に
お
い
て
皇
女
は
国
つ
神
の
祭
祀
を
行
わ
な
く
な
り
、
記
紀
共
に
天
照
大
御
神
の
祭
祀
は
皇
女
が
行
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
紀
に
は
出
雲
祭
祀
の
掌
握
が
語
ら
れ
る
。
記
で
は
崇
神
垂
仁
二
朝
に
亘
っ
て
大
和
を
代
表
す
る
大
物
主
神
と
、
大
和
と
対
立
す
る
出
雲
の
大
国
主
神
の
祭
祀
が
行
わ
れ
る
と
い
う
構
成
を
と
る
。
そ
れ
に
対
し
崇
神
紀
で
は
大
和
と
出
雲
の
二
つ
の
祭
祀
を
記
す
。
松
倉
文
比
古
は
、
崇
神
紀
の
天
照
大
神
の
宮
外
遷
座
が
伊
勢
遷
座
へ
の
伏
線
、
或
い
は
斎
宮
制
の
起
源
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
出
雲
に
つ
い
て
も
崇
神
垂
仁
二
朝
に
亘
る
神
宝
検
校
に
関
す
る
記
事
が
配
さ
れ
、
伊
勢
と
出
雲
の
祭
祀
に
関
し
て
対
応
す
る
構
成
が
と
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
記
で
は
第
一
節
に
記
し
た
よ
う
に
、
天
孫
降
臨
と
同
時
に
伊
勢
神
宮
の
内
宮
と
外
宮
の
起
源
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
、
皇
女
が
天
照
祭
祀
を
直
接
行
う
と
い
う
斎
宮
の
起
源
の
み
を
注
記
し
て
垂
仁
景
行
朝
と
つ
な
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
西
條
勉
は
男
性
祭
祀
官
の
登
場
に
つ
い
て
、
天
皇
大
物
主
神
三
輪
氏
（
氏
族
）
の
よ
う
に
、
各
氏
族
の
祭
る
神
は
天
皇
家
が
直
接
祭
る
神
よ
り
も
下
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
と
す
る
。
ま
た
飯
泉
健
司
は
、
氏
族
支
配
を
基
に
神
々
の
祭
祀
権
を
掌
握
し
て
神
々
を
天
皇
傘
下
に
組
み
入
れ
よ
う
と
す
る
朝
廷
の
政
策
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
述
べ
る
。
西
條
勉
は
、
墓
伝
承
に
お
い
て
百
襲
姫
の
死
が
語
ら
れ
る
の
は
、
百
襲
姫
が
巫
女
と
し
て
の
位
置
か
ら
降
ろ
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
古
事
記
が
百
襲
姫
を
消
し
去
っ
た
の
は
、
姫
彦
祭
政
の
否
定
を
意
図
し
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
吉
井
巌
は
、
「
四
世
紀
の
崇
神
王
朝
は
卑
弥
呼
の
時
代
と
は
異
な
っ
て
、
男
王
支
配
の
形
が
明
確
に
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
記
紀
の
あ
ら
ゆ
る
記
述
か
ら
う
か
が
わ
れ
よ
う
」
	と
述
べ
る
。
ま
た
こ
の
見
解
を
う
け
て
藤
原
茂
樹
が
、
崇
神
朝
に
お
い
て
天
皇
皇
后
の
名
を
、
書
紀
が
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ
イ
ニ
ヱ
ミ
マ
キ
ヒ
メ
と
し
て
名
の
対
応
関
係
を
な
ん
と
か
保
つ
の
に
対
し
て
、
古
事
記
が
ミ
マ
キ
イ
リ
ヒ
コ

ミ
マ
ツ
ヒ
メ
と
し
て
名
を
対
応
さ
せ
な
い
こ
と
、
垂
仁
朝
に
お
い
て
も
天
皇
と
近
似
す
る
名
の
后
妃
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
古
事
記
が
初
期
大
和
王
朝
の
宮
廷
祭
祀
の
中
枢
に
ヒ
コ
ヒ
メ
制
の
影
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
意
図
し
、
男
帝
支
配
の
王
権
と
し
て
大
和
王
朝
の
始
祖
像
（
崇
神
天
皇
）
を
描
く
こ
と
に
徹
し
た

と
指
摘
す
る
。
妥
当
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
皇
子
の
母
を
記
す
と
次
表
の
よ
う
に
な
る
。
―９―
第
十
代
崇
神
天
皇
第
九
代
開
化
天
皇
第
八
代
孝
元
天
皇
第
七
代
孝
霊
天
皇
第
六
代
孝
安
天
皇
第
五
代
孝
昭
天
皇
第
四
代
懿
徳
天
皇
第
三
代
安
寧
天
皇
第
二
代
綏
靖
天
皇
初
代
神
武
天
皇
天
皇
名
師
木
の
水
垣
宮
春
日
の
伊
邪
河
宮
軽
の
堺
原
宮
黒
田
の
廬
戸
宮
城
の
室
の
秋
津
島
宮
城
の
掖
上
宮
軽
の
境
岡
の
宮
片
塩
の
浮
穴
宮
城
の
高
岡
宮
畝
火
の
白
檮
原
宮
宮
の
所
在
大
毘
古
命
の
女
内
色
許
男
命
の
女
庶
母
穂
積
臣
等
の
祖
内
色
許
男
命
の
妹
十
市
県
主
の
祖
大
目
の
女
姪 尾
張
連
の
祖
奥
津
余
曽
の
妹
師
木
県
主
の
祖
河
俣
毘
売
の
兄
県
主
波
延
の
女
師
木
県
主
の
祖
大
物
主
神
の
女
皇
妃
の
出
自
御
真
津
比
売
命
伊
賀
色
許
女
命
内
色
許
女
命
細
比
売
命
忍
鹿
比
売
命
余
曽
多
本
毘
売
賦
登
麻
和
訶
比
売
命
阿
久
斗
比
売
河
俣
毘
売
伊
須
気
余
理
比
売
皇
妃
名
崇
神
天
皇
の
婚
姻
は
、
孝
元
天
皇
の
血
を
ひ
く
御
真
津
比
売
を
妃
と
し
て
皇
統
を
形
成
し
て
お
り
、
欠
史
八
代
の
天
皇
の
婚
姻
関
係
と
は
父
系
か
ら
見
る
と
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
初
代
神
武
天
皇
と
大
和
の
中
心
三
輪
山
の
大
物
主
神
の
御
子
と
の
婚
姻
が
語
ら
れ
る
。
綏
靖
安
寧
懿
徳
は
師
木
、
三
輪
山
西
南
麓
一
帯
を
中
心
と
す
る
地
域
の
支
配
者
の
女
を
妃
と
す
る
。
ま
た
孝
昭
孝
元
開
化
は
氏
族
の
氏
祖
の
女
で
あ
る
が
、
開
化
の
妃
伊
賀
色
許
女
命
は
前
天
皇
の
妃
で
も
あ
る
。
孝
昭
は
血
縁
に
よ
る
婚
姻
で
あ
る
が
、
紀
の
一
云
の
伝
承
に
は
、
姪
押
媛
を
磯
城
県
主
及
び
十
市
県
主
の
女
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
崇
神
は
孝
元
の
血
を
ひ
く
御
真
津
比
売
命
を
妃
と
す
る
。
笠
井
倭
人
は
、
崇
神
以
前
の
懿
徳
孝
霊
山
代
之
大
筒
木
真
若
王
、
崇
神
に
見
ら
れ
る
婚
姻
を
同
母
系
親
族
婚
と
名
づ
け
、
結
節
点
と
し
て
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
崇
神
天
皇
と
御
真
津
比
売
と
の
婚
姻
が
、
両
者
と
も
に
内
色
許
売
命
を
祖
母
と
す
る
同
母
系
統
の
婚
姻
で
あ
り
、
次
に
続
く
婚
姻
シ
ス
テ
ム
（
異
母
系
親
族
婚
）
と
の
間
に
明
ら
か
に
史
的
断
層
の
存
在
を
示
し
、
崇
神
と
御
真
津
比
売
と
の
系
譜
的
結
び
つ
き
は
、
天
武
朝
に
お
け
る
歴
史
的
基
盤
の
上
に
成
立
し
た
と
指
摘
す
る
。
「
主
」
を
名
に
も
つ
大
物
主
神
の
祭
祀
が
中
心
に
描
か
れ
る
こ
と
、
祭
政
を
掌
握
す
る
始
祖
王
と
し
て
男
帝
支
配
の
天
皇
政
治
を
行
う
崇
神
の
描
写
、
そ
の
婚
姻
の
あ
り
方
を
見
る
と
、
古
事
記
の
崇
神
天
皇
は
、
天
武
朝
の
思
想
が
反
映
し
た
新
し
い
天
皇
像
が
形
成
さ
れ
て
い
よ
う
。
見
つ
け
出
さ
れ
た
意
富
多
多
泥
古
は
、
大
物
主
神
の
四
世
の
孫
と
名
の
る
。
大
物
主
神
の
神
婚
は
孝
安
天
皇
の
時
代
ま
で
る
こ
と
に
な
る
。
河
内
の
美
努
村
は
西
郷
信
綱
に
よ
れ
ば
、
三
輪
山
麓
を
流
れ
る
初
瀬
川
の
水
系
に
連
な
る
地
で
、
両
地
は
水
運
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
た
。
陶
津
耳
命
の
「
陶
」
は
須
恵
器
と
関
わ
る
。
吉
井
巌
は
五
世
紀
前
半
の
「
陶
邑
」
に
お
け
る
須
恵
器
生
産
集
団
の
出
身
者
が
、
祭
器
製
造
を
介
し
て
三
輪
山
の
神
と
の
関
わ
り
を
も
っ
た
と
す
る
。
建
甕
神
の
「
甕
」
も
須
恵
器
と
関
わ
る
よ
う
で
あ
る
。
	御
方
命
は
、
出
雲
国
造
神
賀
詞
に
、
大
な
も
ち
の
命
の
和
魂
を
「
倭
の
大
物
主
く
し
み
か
た
ま
の
命
」
と
称
え
て
お
り
、
大
物
主
神
の
分
身
的
な
神
名
で
あ
る
。
青
木
周
平
は
、

城
の
室
の
秋
津
島
宮
に
都
を
置
い
た
孝
安
天
皇
は
倭

の
始
源
的
存
在
で
も
あ
り
、
「
倭
な
す
大
物
主
」
と
は
同
一
位
相
に
あ
る
と
も
い
え
る

と
指
摘
す
る
。
崇
神
天
皇
は
意
富
多
多
泥
古
を
神
主
に
指
名
す
る
こ
と
で
、
大
物
主
神
を
祭
る
氏
族
の
歴
史
も
掬
い
取
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
は
天
皇
が
天
神
地
の
祭
祀
を
掌
握
し
、
神
を
奉
斎
す
る
氏
族
を
支
配
下
に
置
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
の
「
坂
の
御
尾
の
神
河
の
の
神
」
は
、
大
国
主
神
が
八
十
神
を
追
い
は
ら
っ
て
国
作
り
を
し
た
記
述
に
対
応
す
る
だ
ろ
う
。
宇
陀
の
墨
坂
神
と
大
坂
神
は
大
和
の
東
と
西
に
位
置
す
る
国
境
で
あ
る
。
宇
陀
の
墨
坂
神
に
赤
色
の
楯
矛
を
、
大
坂
神
に
黒
色
の
楯
矛
を
奉
献
す
る
の
は
、
佐
竹
昭
広
が
説
く
よ
う
に
、
太
陽
の
昇
る
東
は
明
る
い
認
識
で
赤
、
沈
む
西
は
暗
い
認
識
で
黒
と
観
念
し
て
の
こ
と
と
考
え
る
の
が
穏
当
か
と
思
わ
れ
る
が
、
三
谷
栄
一
は
、
赤
は
南
方
を
示
す
色
で
あ
り
、
黒
は
北
方
を
意
味
す
る
色
で
、
つ
ま
り
東
と
西
と
北
方
と
南
方
を
意
味
し
四
方
を
固
め
る
意
味
と
、
戌
亥
隅
と
辰
巳
隅
の
信
仰
に
基
づ
く
も
の
か
と
思
わ
れ
る
と
述
べ
る
。
こ
の
見
解
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
次
の
高
志
道
、
東
方
十
二
道
へ
の
将
軍
派
遣
記
事
や
、
山
代
の
幣
羅
坂
の
神
異
、
丸
邇
坂
に
忌
瓮
を
据
え
る
記
事
に
通
じ
て
い
く
し
、
垂
仁
記
の
本
牟
智
和
気
命
の
出
雲
下
向
の
際
に
、
那
良
戸
（
山
城
へ
の
北
側
の
境
界
）
大
坂
戸
（
河
内
へ
の
西
側
の
境
界
）
木
戸
（
木
国
へ
の
南
側
の
境
界
）
の
う
ち
ふ
さ
わ
し
い
出
口
を
卜
占
に
よ
っ
て
選
ぶ
記
事
に
も
結
び
つ
く
。
前
田
晴
人
は
崇
神
紀
十
年
九
月
条
の
「
其
れ
群
を
び
て
、
四 ・
方 ・
に
し
て
」、
同
十
月
十
一
年
四
月
条
の
「
四 ・

・
將
軍
」
の
派
遣
に
見
ら
れ
る
四
道
は
、
北 ・
陸
東 ・
海
西 ・
海
丹
波
で
あ
る
が
、
本
来
的
に
は
東
西
南
北
の
四
方
向
を
意
味
し
、「
四
方
」
を
綜
臨
す
る
こ
と
が
国
土
の
支
配
者
で
あ
る
た
め
の
決
定
的
な
要
件
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
磐
余
宮
か
ら
見
て
主
要
道
と
衢
は
四
方
に
延
び
て
お
り
、
「
神
日
本
磐 ・
余 ・
彦
」
に
は
、
か
つ
て
磐
余
の
地
か
ら
「
四
方
国
」
を
支
配
し
た
最
初
の
大
王
の
治
―10―
世
が
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
崇
神
紀
の
四
方
＝
四
道
の
思
想
は
「
驛
を
四 ・
方 ・
に
班
ち
て
」
と
あ
る
崇
神
記
に
も
通
じ
て
い
よ
う
。
「
御
諸
山
」
は
「
意
富
美
和
の
大
神
」
を
祭
祀
す
る
場
と
し
て
機
能
す
る
山
で
あ
り
、
大
物
主
神
と
本
来
的
に
関
係
す
る
山
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
意
富
多
多
泥
古
の
祭
祀
の
対
象
は
大
物
主
神
の
は
ず
で
あ
る
の
に
、
天
皇
が
「
御
山
に
意
富
美
和
の
大
神
の
を
拜
き
祭
り
た
ま
ひ
き
。」
と
あ
る
記
述
は
、
上
巻
の
国
作
り
の
そ
れ
と
対
応
を
計
っ
た
表
現
で
あ
ろ
う
が
、
「
御
諸
山
」
は
天
皇
が
関
わ
る
祭
祀
が
な
さ
れ
、
美
和
の
大
物
主
神
、
大
神
君
賀
茂
君
の
祖
神
で
あ
る
大
物
主
神
と
関
わ
る
三
輪
山
と
は
意
識
的
に
区
別
し
た
使
用
が
さ
れ
て
い
る
。
意
富
多
多
泥
古
は
河
内
で
見
出
さ
れ
た
後
は
大
坂
を
経
て
大
和
に
入
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
物 モ
ノが
跋
扈
跳
梁
す
る
西
の
方
位
か
ら
や
っ
て
来
た
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。
欠
史
八
代
の
天
皇
の
う
ち
三
柱
が
師
木
出
身
の
妃
を
迎
え
る
が
、
崇
神
天
皇
は
初
期
王
権
の
成
立
と
関
わ
る
師
木
の
水
垣
宮
に
都
を
置
き
、
お
そ
ら
く
欠
史
八
代
の
天
皇
の
う
ち
三
代
が
都
を
置
い
た
と
語
ら
れ
る
	城
の
地
を
治
め
、
御
諸
山
で
行
わ
れ
る
祭
祀
権
を
承
握
し
て
い
く
。
ま
た
大
三
輪
の
大
神
を
祭
り
、
大
物
主
神
や
四
方
の
境
界
の
祭
祀
を
通
し
て
大
和
国
の
支
配
者
で
あ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
く
。
初
代
神
武
天
皇
の
事
蹟
を
継
承
し
、
祭
祀
も
政
治
軍
事
も
独
力
で
成
し
遂
げ
る
。
税
制
の
導
入
や
農
耕
に
お
け
る
水
の
確
保
な
ど
国
家
制
定
の
起
源
を
語
る
、
初
国
知
ら
す
天
皇
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
三
輪
山
伝
説
意
富
多
多
泥
古
は
大
物
主
神
の
四
世
の
孫
と
自
ら
の
出
自
を
表
す
が
、
三
輪
山
伝
説
で
は
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。
此
の
意
富
多
多
泥
古
と
謂
ふ
人
を
、
神
の
子
と
知
れ
る

以
は
、
上
に
云
へ
る
活
玉
依
毘
賣
、
其
の
容
端
正
し
か
り
き
。
是
に
壯
夫
有
り
て
、
其
の
形
威
儀
、
時
に
比
無
き
が
、
夜
の
時
に
忽
到
來
つ
。
故
、
相
感
で
て
、
共
婚
ひ
し
て
共
る
間
に
、
未
だ
幾
時
も
あ
ら
ね
ば
、
其
の
美
人
妊
身
み
ぬ
。
爾
に
母
其
の
妊
身
み
し
事
を
恠
し
み
て
、
其
の
女
に
問
ひ
て
曰
ひ
け
ら
く
、
「
汝
は
自
ら
妊
み
ぬ
。
夫
无
き
に
何
由
か
妊
身
め
る
。
」
と
い
へ
ば
、
答
へ
て
曰
ひ
け
ら
く
、
「
麗
美
し
き
壯
夫
有
り
て
、
其
の
姓
名
も
知
ら
ぬ
が
、
夕
に
到
來
て
共
め
る
間
に
、
自
然
懷
妊
み
ぬ
。
」
と
い
ひ
き
。
是
を
以
ち
て
其
の
母
、
其
の
人
を
知
ら
む
と
欲
ひ
て
、
其
の
女
に
誨
へ
て
曰
ひ
け
ら
く
、
「
赤
土
を
床
の
に
散
ら
し
、
閉
蘇
紡
を
針
に
貫
き
て
、
其
の
衣
の
襴
に
刺
せ
。
」
と
い
ひ
き
。
故
、
の
如
く
し
て
旦
時
に
見
れ
ば
、
針
け
し
は
、
の
鉤
穴
よ
り
控
き
り
て
出
で
て
、
唯
れ
る
は
三
勾
の
み
な
り
き
。
爾
に
ち
鉤
穴
よ
り
出
で
し
を
知
り
て
、
糸
の
從
に
ね
行
け
ば
、
美
和
山
に
至
り
て
神
の
に
留
ま
り
き
。
故
、
其
の
神
の
子
と
は
知
り
ぬ
。
故
、
其
の

の
三
勾
り
し
に
因
り
て
、
其
地
を
名
づ
け
て
美
和
と
謂
ふ
な
り
。
此
の
意
富
多
多
泥
古
命
は
、
神
君
、
鴨
君
の
。
三
輪
山
伝
承
冒
頭
部
の
「
…
…
を
、
神
の
子
と
知
れ
る

以
は
、
」
は
、
神
武
記
の
丹
塗
矢
伝
承
に
お
け
る
「
其
の
神
の
御
子
と
謂
ふ

以
は
、
」
と
、
類
似
し
た
構
成
が
と
ら
れ
る
。
書
紀
で
は
初
代
神
武
の
皇
后
を
事
代
主
神
と
伝
え
て
お
り
、
神
武
記
と
崇
神
記
が
共
に
大
物
主
神
の
神
婚
説
話
を
対
照
的
に
配
し
た
の
に
は
、
構
想
上
の
意
図
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
両
伝
承
に
は
表
現
の
相
違
点
が
存
す
る
。
丹
塗
矢
伝
承
で
は
「
神
の
御
子
」
と
あ
り
、
三
輪
山
伝
承
で
は
「
神
の
子
」
と
あ
る
。「
皇
室
の
母
方
の
始
祖
と
氏
族
の
始
祖
と
を
区
別
す
る
編
纂
意
図
の
一
つ
の
表
れ
」
と
も
み
ら
れ
る
。
飯
泉
健
司
は
こ
の
相
違
を
、
針
と
糸
を
用
い
た
神明
か
し
の
手
段
を
語
る
三
輪
山
伝
承
は
元
来
、
神
の
本
質
を
知
る
巫
女
（
神
の
嫁
）
と
し
て
、
神
に
選
ば
れ
た
起
源
経
緯
を
語
る
伝
承
で
あ
り
、「
神
の
子
」
を
「
神
に
選
ば
れ
た
者
」
の
義
と
解
釈
し
て
い
る
。
丹
塗
矢
伝
承
で
は
、
勢
夜
陀
多
良
比
売
を
見
染
め
た
存
在
は
、
は
じ
め
か
ら
大
物
主
神
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
て
い
る
。
三
輪
山
伝
承
で
は
麗
し
き
壮
夫
の
正
体
を
知
る
こ
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と
に
主
眼
が
置
か
れ
る
。
丹
塗
矢
伝
承
は
始
祖
伝
承
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
が
、
三
輪
山
伝
承
は
大
物
主
神
の
神
主
と
な
る
意
富
多
多
泥
古
が
「
神
君
、
鴨
君
の
」
で
あ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
神
武
天
皇
と
神
の
御
子
で
あ
る
伊
須
気
余
理
比
売
の
「
一
宿
御
寢
し
坐
し
き
。
」
と
あ
る
聖
婚
に
よ
っ
て
御
子
が
誕
生
す
る
。
神
武
記
で
は
そ
れ
を
「
阿 ・
禮 ・
坐
し
し
御
子
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
一
字
一
音
表
記
は
こ
の
箇
所
と
仲
哀
記
の
「
其
の
御
子
は
阿 ・
禮 ・
坐
し
つ
」
の
二
例
し
か
な
い
。
倉
塚
曄
子
は
「
阿
礼
」
を
「
巫
女
の
祭
式
的
行
為
を
意
味
す
る
語
」
と
し
、
中
川
ゆ
か
り
は
「
神
や
神
と
し
て
の
御
子
の
、
通
常
と
は
異
な
っ
た
神
聖
な
誕
生
を
意
味
し
て
い
る
。
」
と
述
べ
る
。
父
系
か
ら
天
神
の
血
統
を
、
母
系
か
ら
地
の
血
統
を
受
け
継
ぎ
、
異
母
兄
当
芸
志
美
美
を
倒
し
て
即
位
す
る
二
代
神 ・
沼
河
耳
命
は
神
と
し
て
そ
の
誕
生
が
語
ら
れ
る
。
一
夜
婚
の
記
述
は
、「
木
之
佐
久
夜
毘
賣
を
留
め
て
、
一 ・
宿 ・
婚 ・
爲
た
ま
ひ
き
」「
佐
久
夜
毘
賣
、
一 ・
宿 ・
に
や
妊 ・
め
る
」
（
古
事
記
）、
「
に
夫
と
	り
て
、
一 ・
夕 ・
に
懷 ・
妊 ・
め
り
」
（
常
陸
国
風
土
記
那
賀
郡

時
臥
山
の
条
）
に
見
ら
れ
る
。
婚
姻
と
妊
娠
の
判
明
に
は
時
間
的
な
差
が
生
じ
る
が
、
神
と
巫
女
が
交
渉
を
も
つ
の
は
、
一
年
の
う
ち
の
神
が
訪
れ
る
一
晩
の
み
と
す
る
の
が
信
仰
上
の
古
形
で
あ
っ
た
。
神
武
天
皇
の
婚
姻
は
神 ・
倭
伊
波
礼
毘
古
命
と
し
て
「
一
宿
御
寝
」
の
神
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
語
ら
れ
て
お
り
、
大
物
主
神
の
霊
威
を
大
后
を
通
し
て
得
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
天
皇
家
に
と
っ
て
は
神
武
そ
の
も
の
が
始
ま
り
で
あ
り
、
神
婚
説
話
が
始
祖
伝
承
を
伴
う
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
丹
塗
矢
に
よ
る
占
有
は
特
異
で
あ
り
、
「
立
ち
走
り
伊
須
須
岐
伎
」
と
あ
る
「
須
須
岐
」
は
「
滌
き
」
で
あ
り
、
丹
塗
矢
を
「
滌
」
ぐ
行
為
に
は
禊
や
神
誕
生
を
も
た
ら
す
神
事
の
面
影
が
あ
ろ
う
。
陰
部
を
挿
す
表
現
は
、
天
の
石
屋
戸
神
話
や
墓
伝
承
に
類
型
が
見
ら
れ
る
が
い
ず
れ
も
女
が
死
を
迎
え
る
。
神
武
記
で
は
末
尾
に
「
其
の
矢
を
將
ち
來
て
、
床 ・
の ・
邊 ・
に ・
置 ・
け
ば
、
忽
ち
に
麗 ・
し ・
き ・
壯 ・
夫 ・
に ・
	
・
り ・
て ・
、

・
ち ・
其 ・
の ・
美 ・
人 ・
を ・
娶 ・
し ・
て ・
生 ・
め ・
る ・
子 ・
、
…
…
」
と
二
度
に
亘
る
婚
姻
が
語
ら
れ
る
が
、
神
の
御
子
は
結
婚
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
山
城
国
風
土
記
逸
文
の
賀
茂
社
の
伝
承
に
は
、
「
丹
塗
矢
、
川
上
よ
り
流
れ
下
り
き
。
乃
ち
取
り
て
、
床 ・
の ・
邊 ・
に ・
插 ・
し ・
置 ・
き ・
、
に
孕
み
て
男
子
を
生
み
き
。
」
と
あ
り
、
丹
塗
矢
は
雷
神
の
化
身
と
観
想
さ
れ
る
も
の
の
、
玉
依
日
売
と
の
婚
姻
は
象
徴
的
な
表
現
が
と
ら
れ
て
い
る
。
青
木
周
平
は
、
神
武
記

丹
塗
矢
伝
承
は
、
二
つ
の
成
婚
伝
承
が
巧
み
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
成
書
化
を
契
機
と
し
た
伝
承
の
結
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
「
丹
塗
矢
伝
承
を
用
い
て
神
武
天
皇
の
后
、
伊
須
氣
余
理
比
賣
を
神の
子
と
位
置
づ
け
た
の
は
、
お
そ
ら
く
神
武
記
編
者
の
な
せ
る
わ
ざ
で
あ
り
、
神
武
天
皇
の
成
婚
に
直
結
す
る
操
作
で
あ
っ
た
。
」
と
指
摘
す
る
。
三
輪
山
伝
承
で
は
、「
上
に
云
へ
る
活
玉
依
毘
売
、」
の
記
述
が
、
意
富
多
多
泥
古
が
自
ら
表
わ
し
た
大
物
主
神
の
四
世
の
孫
と
い
う
出
自
の
部
分
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
男
の
描
写
は
「
麗
し
き
壯
夫
」
と
い
う
慣
用
的
な
表
現
で
は
な
く
、
「
形
威
儀
、
時
に
比
無
き
」
の
よ
う
に
具
体
性
を
伴
っ
て
お
り
婚
姻
に
至
る
必
然
性
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
男
の
出
現
は
「
夜
の
時
に
怱
到
來
つ
。
」
と
語
ら
れ
る
。
「
夜
」
は
、
「
中 ・
夜 ・
に
及
る
比
、
大
風
四
も
に
起
り
て
波
瀾
を
擧
げ
、
光
燿
き
て
日
の
如
く
、
陸
も
も
共
に
か
に
、
に
波
に
乘
り
て
東
に
ゆ
き
き
。
」
（
伊
勢
国
風
土
記
逸
文
）
や
、
鬼
が
「
夜 ・
半 ・
に
出
で
去
る
」
（
日
本
霊
異
記
中
巻
第
二
十
四
縁
）
と
い
う
記
述
に
よ
れ
ば
、
神
や
異
界
の
者
の
移
動
の
時
間
帯
で
あ
り
、
男
の
正
体
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
男
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
女
は
、
「
未
だ
幾
時
も
あ
ら
ね
ば
其
の
美
人
妊
身
み
ぬ
。
」
「
夕
に
到
來
て
共
め
る
間
に
、
自
然
懷
妊
ぬ
。
」
と
あ
り
、
信
仰
の
原
初
的
な
形
が
く
ず
れ
、
人
間
の
世
に
ふ
さ
わ
し
い
自
然
な
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
神
武
記
の
超
自
然
的
な
語
り
口
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
神
の
子
誕
生
の
記
述
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
分
注
に
よ
っ
て
意
富
多
多
泥
古
を
神
君
の
祖
、
ま
た
神
武
記
の
大
物
主
神
出
現
に
関
わ
る
丹
塗
矢
伝
承
を
保
持
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
賀
茂
君
の
祖
と
位
置
づ
け
て
、
神
君
賀
茂
君
を
取
り
込
む
伝
承
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
美
和
の
地
名
起
源
説
話
に
展
開
し
て
い
る
の
が
―12―
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
神
婚
説
話
が
神
武
記
で
は
生
ま
れ
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
、
崇
神
記
で
は
歴
史
を
語
る
こ
と
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
る
。
三
輪
山
伝
承
の
原
文
は
神
田
秀
夫
が
「
於
レ
世
無
比
夜
半
之
時

忽
到
来

未
レ 経
二 幾
時
一
問
二 其
女
一 曰
汝
者
自
妊
毎
レ 夕
到
来
供
住
之
間
自
然
懐
妊

欲
レ
知
二
其
人
一
誨
二
其
女
一
曰
刺
二
其
依
襴
一 。
」
な
ど
四
字
句
を
用
い
、
漢
文
的
表
現
に
留
意
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
古
事
記
の
頭
注
に
は
、
父
母
の
言
葉
の
「
自
お
の
づ
か
ら」
が
、
娘
の
言
葉
で
は
「
自
然
お
の
づ
か
ら」
と
い
う
よ
う
に
用
字
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
る
。
形
姿
威
儀
、
端
正
な
ど
の
仏
典
語
を
用
い
る
、
な
ど
の
文
章
上
の
技
巧
を
施
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
こ
の
説
話
の
中
で
特
徴
的
な
の
は
、
正
体
不
明
の
男
の
素
姓
を
知
る
た
め
に
、
赤
土
を
ま
く
こ
と
、
針
に
麻
糸
を
通
し
て
男
の
衣
の
裾
に
さ
し
、
後
を
た
ど
っ
て
行
く
苧
環
型
と
呼
ば
れ
る
型
で
あ
る
。
福
島
秋
穂
は
赤
色
に
邪
気
悪
霊
を
祓
除
す
る
力
能
を
見
て
、
当
該
伝
承
の
み
が
「
赤
土
」
撒
布
の
物
語
要
素
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「『
法
苑
珠
林
』
巻
五
三
に
あ
る
、
後
宮
に
出
入
り
す
る
姿
な
き
も
の
の
実
体
を
、
「
細
土
」
を
撒
布
し
、
其
処
に
印
さ
れ
る
足
跡
で
明
ら
か
に
す
る
話
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
思
想
習
俗
に
出
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
る
。
ま
た
、
女
の
許
に
通
う
男
の
住
処
正
体
を
知
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
糸
は
、「
轆
轤
と
陶
土
と
の
分
離
に
其
れ
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
赤
土
と
糸
は
、
陶
器
（
須
恵
器
）
を
製
造
す
る
人
々
に
よ
り
伝
承
保
管
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
関
係
す
る
」
と
指
摘
す
る
。
瀬
間
正
之
は
『
三
国
遺
事
』
に
み
ら
れ
る
後
百
済
王
甄
萱
の
出
生
が
、
「
以
二
長
糸
一
貫
レ
針
刺
二
其
衣
一 。
」
（
巻
二
紀
異
後
百
済
甄
萱
）
と
語
ら
れ
、
「
甄
萱
」
の
名
の
一
字
「
甄
」
は
「
陶
物
、
陶
工
」
の
意
を
有
し
、
三
輪
山
型
婚
姻
譚
が
半
島
で
も
「
陶
」
と
結
び
付
き
、
三
輪
山
型
説
話
が
伽
耶
土
器
と
そ
の
製
作
方
法
を
伝
え
た
集
団
の
中
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
糸
が
鉤
穴
を
通
過
す
る
要
素
は
三
輪
山
独
自
の
伝
承
で
あ
る
。
須
恵
器
の
製
作
に
糸
は
関
わ
る
が
、
河
内
か
ら
三
輪
山
の
麓
ま
で
は
相
当
な
距
離
が
想
定
さ
れ
て
い
よ
う
。
神
婚
譚
の
原
型
に
あ
っ
た
観
想
に
つ
い
て
、
佐
竹
昭
広
は
「
へ
そ
（
紡
い
だ
麻
糸
を
環
状
に
幾
重
に
も
巻
い
た
も
の
）」
「
紡
麻
を」「
針
」
は
機
織
に
関
わ
る
の
で
、
活
玉
依
毘
売
は
機
織
り
を
す
る
巫
女
の
面
影
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。「
玉
依
」
は
、「
足
玉
も
手
珠
も
ゆ
ら
に
織
る
機
を
君
が
御
衣
に
縫
ひ
堪
へ
む
か
も
」
（
万
葉
集
10
二
〇
六
五
）
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
、
足
玉
手
玉
に
依
り
憑
い
た
神
霊
に
神
衣
を
縫
お
う
と
す
る
機
織
女
の
職
能
を
示
し
て
い
よ
う
。
苧
環
型
が
通
っ
て
く
る
神
を
識
別
し
、
神
の
正
体
を
確
か
め
る
始
祖
譚
に
結
び
つ
く
理
由
は
そ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
	。
川
上
順
子
は
『
古
事
記
』
の
三
輪
山
神
話
に
お
い
て
神
の
正
体
が
蛇
神
で
あ
る
こ
と
が
瞬
昧
に
さ
れ
て
お
り
、
蛇
神
の
零
落
に
よ
っ
て
三
輪
山
の
神
は
、
大
和
の
国
つ
神
の
統
領
と
し
て
、
大
物
主
神
の
神
名
が
付
与
さ
れ
る
と
同
時
に
、
『
古
事
記
』
の
な
か
で
は
蛇
の
姿
は
隠
さ
れ
て
い
っ
た

と
す
る
。
こ
れ
を
う
け
て
中
川
ゆ
か
り
は
、
「
蛇
体
で
あ
る
か
ら
こ
そ
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
小
さ
な
す
き
間
を
カギ
穴
と
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ギ
穴
と
い
う
新
し
い
素
材
の
背
後
に
あ
る
漢
訳
仏
典
の
阿
難
の
神
通
力
の
話
を
人
々
に
想
起
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
中
略
）
つ
ま
り
、
大
物
主
神
の
威
大
さ
が

カ
ギ
ア
ナ
を
通
る
神

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
通
じ
て
語
ら
れ
、
そ
の
神
を
も
祭
り
得
た
神
君
の
偉
大
さ
を
も
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」
と
指
摘
す
る
。
三
輪
山
式
神
婚
説
話
に
は
、
朝
鮮
型
の
説
話
の
モ
チ
ー
フ
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
、
そ
の
背
後
に
は
須
恵
器
製
造
の
先
進
技
術
を
伝
え
る
集
団
が
想
定
さ
れ
、
漢
訳
仏
典
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
意
匠
を
こ
ら
し
た
伝
承
と
な
っ
て
い
る
。
苧
環
型
説
話
が
多
く
の
場
合
非
凡
な
人
物
の
誕
生
を
語
っ
た
り
、
健
国
の
始
祖
の
誕
生
と
結
び
つ
く
の
に
対
し
て
、
当
該
伝
承
は
大
物
主
神
の
の
気
を
鎮
め
る
特
殊
な
力
を
も
つ
意
富
多
多
泥
古
の
出
自
を
証
明
し
、
氏
祖
と
し
て
い
る
。
古
事
記
上
巻
に
お
い
て
、
神
婚
に
よ
っ
て
天
と
山
と
海
の
三
つ
の
世
界
を
結
び
つ
け
、
天
下
の
統
治
権
を
保
証
さ
れ
た
天
皇
家
は
、
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皇
女
や
出
自
の
明
ら
か
な
尊
貴
な
女
性
と
の
婚
姻
を
通
し
て
正
統
性
を
保
持
し
て
い
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
正
体
不
明
の
尊
貴
な
存
在
と
交
渉
の
結
果
、
始
祖
王
が
誕
生
す
る
と
い
う
苧
環
型
に
よ
る
婚
姻
は
、
天
皇
家
の
内
部
で
は
語
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。
三
島
溝
咋
や
陶
津
耳
命
の
家
で
示
さ
れ
た
大
物
主
神
の
血
統
や
霊
威
を
天
皇
家
の
内
部
に
神
婚
や
祭
祀
と
し
て
と
り
込
む
こ
と
で
絶
対
性
を
示
す
の
で
あ
る
。
上
巻
の
国
作
り
の
構
想
に
よ
っ
て
、
初
代
神
武
と
伊
須
気
余
理
比
売
の
婚
姻
が
語
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
原
初
的
に
は
海
宮
訪
問
説
話
に
お
け
る
水
の
支
配
力
の
獲
得
に
通
じ
る
問
題
が
絡
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
。
神
武
記
で
大
物
主
神
の
女
の
血
を
と
り
込
み
、
崇
神
記
で
も
正
体
不
明
の
男
の
正
身
を
最
後
ま
で
伏
せ
、
大
物
主
神
の
姿
は
崇
神
紀
や
雄
略
紀
に
見
ら
れ
る
蛇
で
は
な
く
、
丹
塗
矢
に
も
鉤
穴
を
通
る
細
さ
に
も
変
化
す
る
霊
威
を
も
つ
神
と
い
う
概
念
を
記
編
纂
者
は
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
御
諸
山
の
祭
祀
三
輪
山
の
信
仰
大
物
主
神
が
結
び
つ
き
、
統
括
さ
れ
て
い
く
の
が
崇
神
天
皇
の
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
金
井
清
一
は
、
三
輪
山
伝
承
の
意
義
に
つ
い
て
大
物
主
神
と
活
玉
依
毘
売
の
神
婚
を
孝
安
天
皇
の
時
代
に
溯
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
輪
山
伝
説
は
伝
説
で
は
な
く
真
実
で
あ
り
、
意
富
多
多
泥
古
が
大
物
主
神
を
祀
る
真
実
に
則
っ
た
正
し
い
こ
と
を
行
っ
た
ゆ
え
に
、
崇
神
朝
は
「
所
知
初
国
天
皇
」
の
世
と
し
て
栄
え
た
と
す
る
神
話
の
機
能
性
を
も
つ
と
指
摘
す
る
。
三
輪
山
伝
説
に
お
い
て
特
徴
的
な
の
は
地
名
起
源
説
話
で
あ
る
。
「
唯
れ
る
は
三 ・
勾 ・
の
み
な
り
き
」「
其
の
の
三 ・
勾 ・
り
し
に
因
り
て
、
其
地
を
名
づ
け
て
美 ・
和 ・
と
謂
ふ
な
り
。
」
の
「
三
勾
」
の
「
勾
」
は
「
ま
が
る
。
か
ぎ
。
ひ
つ
か
け
る
。
」
（
『
大
漢
和
辞
典
』
「
勾
」
の
四
の
項
目
）
意
で
あ
る
。
新
姓
氏
録
大
和
国
神
別
大
神
朝
臣
の
条
に
み
え
る
「
三
」、
土
佐
国
風
土
記
逸
文
の
「
三
輪
」
に
比
べ
る
と
、
鉤
穴
や
針
と
の
関
係
か
ら
選
ば
れ
た
用
字
と
も
思
わ
れ
る
が
、
特
殊
な
用
い
方
で
あ
ろ
う
。
三
勾
を
「
美
和
」
と
い
う
好
字
に
直
し
て
地
名
の
由
来
を
伝
え
て
い
る
。
古
事
記
に
は
次
に
あ
げ
る
二
十
九
の
地
名
起
源
説
話
が
あ
る
。
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顕
宗
天
皇
雄
略
天
皇
反
正
天
皇
反
正
天
皇
石
之
日
売
大
山
守
命
伊
著
沙
和
気
王
応
神
天
皇
倭
建
命
倭
建
命
倭
建
命
倭
建
命
倭
建
命
倭
建
命
円
野
比
売
円
野
比
売
山
辺
の
大
	
大
毘
古
命
と
建
沼
河
別
大
毘
古
命
の
軍
勢
建
波
邇
安
王
の
軍
勢
建
波
邇
安
王
の
軍
勢
大
毘
古
命
日
子
国
夫
玖
命
と
建
波
邇
安
王
活
玉
依
毘
売
古
事
記
編
述
者
道
臣
命
大
久
米
命
五
瀬
命
五
瀬
命
神
武
天
皇
須
佐
之
男
命
地
名
起
源
説
話
に
お
け
る
発
言
者
行
為
者
「
老
の
在
る
所
を
見
志
米
岐
」
嬢
女
の
隠
れ
た
岡
を
金

で

き
撥
ね
た
い
と
詠
ん
だ
こ
と
か
ら
「
明
日
参
出
て
神
宮
を
拜
む
」
に
よ
る
「
明
日
上
り
幸
で
ま
し
き
」
に
よ
る
御
綱
柏
を
海
に
投
げ
捨
て
た
か
ら
鉤
が
甲
に
り
訶
和
羅
と
鳴
っ
た
た
め 「入
鹿
魚
の
鼻
の
血
槌
か
り
き
」
「
其
の
御
子
の
生
れ
ま
し
し
地
」
足
が
「
三
重
の
勾
」
の
よ
う
に
な
っ
た
た
め
「
御
杖
を
衝
き
て
稍
に
歩
む
」
「
當
藝
當
藝
斯
玖
成
り
ぬ
」
「
御
心
稍
に
寤
め
よ
し
き
」
「
阿
豆
麻
波
夜
」
と
三
度
い
た
た
め
「
火
を
著
け
て
焼
き
た
ま
ひ
き
」
「
峻
き
淵
に
堕
ち
て
」
死
ん
だ
た
め
「
樹
の
枝
に
取
り
懸
り
て
」
死
の
う
と
し
た
た
め
網
を
張
っ
て
鳥
を
取
っ
た
こ
と
か
ら
「
相
津
に
往
き
遇
ひ
き
」
「
軍
士
を
斬
り
波
布
理
き
」
「
鵜
の
如
く
河
に
浮
き
き
」
「
屎
出
で
て
褌
に
懸
り
き
」
「
相
挑
み
き
」
「
麻
の
三
勾
遺
り
し
に
因
り
て
」
山
由
理
草
（
佐
韋
）
が
河
の
辺
に
多
く
は
え
て
い
た
こ
と
か
ら
「
兄
宇
斯
を
斬
り
散
り
き
」
「
男
建
び
し
て
」
「
御
手
の
血
を
洗
ひ
た
ま
ひ
き
」
「
楯
を
取
り
て
下
り
立
ち
た
ま
ひ
き
」
「
我
が
御
心
須
賀
須
賀
斯
」
地
名
の
い
わ
れ「
」
内
は
依
拠
す
る
本
文
志
米
須
金

岡
遠
飛
鳥
近
飛
鳥
御
津
前
訶
和
羅
前
血
浦
都
奴
賀
宇
美
三
重
杖
衝
坂
當
藝
居
寤
の
清
水
阿
豆
麻
焼
遣
堕
国
弟
国
懸
木
相
楽
和
那
美
の
水
門
相
津
波
布
理
曽
能
鵜
河
屎
褌
伊
豆
美
美
和
佐
葦
河
血
原
男
の
水
門
血
沼
の
海
楯
津
日
下
の
蓼
津
須
賀
地
名
こ
れ
を
見
る
と
上
巻
の
神
々
に
由
来
す
る
の
は
一
例
、
下
巻
は
天
皇
も
し
く
は
大
后
に
由
来
す
る
五
例
で
あ
る
。
地
名
起
源
説
話
は
中
巻
の
用
例
が
圧
倒
的
に
多
い
。
中
巻
の
二
十
三
例
の
う
ち
平
定
に
ま
つ
わ
る
も
の
は
十
例
、
倭
建
に
ま
つ
わ
る
も
の
六
例
、
応
神
天
皇
の
誕
生
と
成
人
に
関
わ
る
も
の
二
例
で
あ
る
。
山
辺
の
大
の
伝
承
は
天
皇
の
命
令
に
よ
る
行
動
で
あ
る
の
で
、
中
巻
の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
は
天
皇
家
の
版
図
拡
大
や
体
制
の
確
立
を
説
く
伝
承
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
り
、
支
配
の
歴
史
や
事
件
と
関
わ
っ
て
地
名
の
由
来
が
語
ら
れ
、
天
皇
家
の
世
界
が
拡
充
し
て
い
く
様
子
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
当
該
伝
承
と
垂
仁
記
の
円
野
比
売
伝
承
は
天
皇
に
直
接
的
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
三
谷
邦
明
は
、
風
土
記
の
例
を
も
と
に
古
代
王
権
に
よ
っ
て
共
同
性
の
祭
祀
権
が
略
奪
さ
れ
た
時
期
に
地
名
起
源
説
話
は
誕
生
す
る
と
述
べ
る
。
風
土
記
編
纂
に
お
い
て
、
「
山
川
原
野
名
号
所
由
」
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
地
を
支
配
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
三
輪
山
伝
承
と
円
野
比
売
伝
承
は
、
男
帝
の
祭
政
掌
握
と
姫
彦
制
の
崩
壊
を
描
く
崇
神
垂
仁
朝
の
変
革
期
に
、
大
物
主
神
に
ま
つ
わ
る
大
神
君

賀
茂
君
の
伝
承
や
丹
波
比
古
多
多
須
美
智
宇
斯
王
家
に
関
わ
る
伝
承
を
す
く
い
上
げ
、
三
勾
に
美
和
、
懸
木
に
相
楽
、
堕
国
に
弟
国
の
よ
う
に
、
好
字
に
よ
っ
て
新
し
い
意
味
を
添
加
す
る
こ
と
で
天
皇
家
の
支
配
が
確
立
し
て
い
く
こ
と
を
説
く
意
図
に
よ
っ
て
配
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
第
二
節
で
見
た
よ
う
に
、
崇
神
記
垂
仁
記
は
道
を
通
じ
て
天
下
の
支
配
が
大
和
か
ら
四
方
に
拡
大
し
て
い
く
時
代
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
簡
潔
な
記
載
を
と
る
古
事
記
は
、
意
富
多
多
泥
古
の
出
自
を
大
物
主
神
の
四
世
の
孫
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
孝
安
天
皇
の
宮
号
で
あ
る
秋
津
島
に
見
ら
れ
る
大
和
の
豊
饒
と
繁
栄
を
も
た
ら
す
蜻
蛉
ア
キ
ツ
の
信
仰
に
、
国
を
成
す
大
物
主
神
の
信
仰
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
三
輪
山
伝
説
を
崇
神
記
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
長
い
時
間
に
亘
っ
て
四
方
の
道
を
通
し
て
大
和
に
入
り
定
着
し
た
祭
祀
氏
族
技
術
文
化
を
融
合
さ
せ
、
平
和
と
繁
栄
を
導
い
た
天
皇
像
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
お
わ
り
に
松
本
直
樹
は
、
神
武
か
ら
崇
神
へ
、
精
神
上
の
王
化
が
進
み
、
「
国
家
」
が
成
立
し
て
い
く
過
程
を
読
み
と
る
。
古
事
記
は
、
大
物
主
神
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
神
武
記
と
崇
神
記
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
巻
の
大
国
主
神
の
国
作
り
を
継
承
し
、
完
成
さ
せ
て
い
く
の
が
天
皇
で
あ
る
と
説
き
、
御
諸
山
の
神
の
拝
察
に
よ
っ
て
天
皇
家
が
祭
祀
を
掌
握
し
て
い
く
過
程
を
描
い
て
い
る
。
天
皇
家
と
大
物
主
神
と
の
関
わ
り
を
説
く
丹
塗
り
矢
伝
承
と
三
輪
山
伝
説
は
、
神
と
人
の
世
を
つ
な
ぎ
、
上
巻
と
中
巻
を
貫
く
縦
糸
と
し
て
、
ま
た
崇
神
が
神
武
の
事
蹟
を
継
承
し
、
天
照
大
御
神
を
頂
点
と
す
る
祭
祀
大
系
を
確
立
し
、
人
民
と
の
関
係
を
築
い
て
次
の
時
代
を
導
い
て
い
く
初
国
の
根
幹
を
表
す
も
の
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。
神
々
の
祭
祀
や
四
道
の
平
定
を
成
し
遂
げ
、
古
代
祭
政
王
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
崇
神
天
皇
は
、
古
事
記
の
序
文
に
記
さ
れ
た
「
家
の
經
緯
、
王
化
の
鴻
基
」
を
語
る
実
質
的
な
初
代
王
の
役
割
を
荷
っ
て
い
る
。
崇
神
天
皇
に
は
歴
代
天
皇
の
中
で
「
戊
寅
の
年
の
十
二
月
に
崩
り
ま
し
き
。
」
と
崩
御
年
の
干
支
が
は
じ
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。
「
初
国
知
ら
し
し
御
真
木
天
皇
」
と
し
て
歴
史
の
中
で
崇
神
天
皇
を
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
古
事
記
は
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
注
①
阿
部
眞
司
「
御
諸
山
と
大
物
主
神
」
『
大
物
主
神
伝
承
論
』
一
九
九
九
年
一
二
月
林
書
房
②
矢
嶋
泉
「『
古
事
記
』
の
大
物
主
神
」『
青
山
語
文
』
第
三
五
号
二
〇
〇
五
年
三
月
③
松
本
直
樹
「
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
と
ス
セ
リ
ビ
メ
異
界
王
の
女
」
『
古
事
記
神
話
論
』
二
〇
〇
三
年
十
月
新
典
社
―15―
④
谷
口
雅
博
「
大
物
主
神
の
位
置
付
け
」
『
古
事
記
の
表
現
と
文
脈
』
二
〇
〇
八
年
十
一
月
お
う
ふ
う
⑤
谷
口
雅
博
「
崇
神
紀
大
物
主
神
祭
祀
の
意
義
」
『
古
事
記
の
表
現
と
文
脈
』
二
〇
〇
八
年
十
一
月
お
う
ふ
う
⑥
川
副
武
胤
「
国
作
国
譲
考
神
々
の
物
語
五
〔
国
作
国
譲
の
物
語
の
構
造
〕〔
国
作

国
譲
と
歴
代
巻
の
物
語
天
皇
統
治
の
発
展
に
関
す
る
物
語
二
〕
」
『
古
事
記
及
び
日
本
書
紀
の
研
究
』
一
九
七
六
年
三
月
風
間
書
房
⑦
前
掲
書
②
⑧
前
掲
書
③
⑨
前
掲
書
④
⑩
青
木
周
平
「
三
輪
山
に
み
る
国
作
り
と
神
祭
り
の
性
格
」
『
古
事
記
研
究
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
』
一
九
九
四
年
十
二
月
お
う
ふ
う
⑪
益
田
勝
実
「
モ
ノ
神
襲
来
た
た
り
神
信
仰
と
そ
の
変
質
」
『
秘
儀
の
島
日
本
の
神
話
的
想
像
力
』
一
九
七
六
年
八
月
筑
摩
書
房
⑫
久
田
泉
「
三
輪
山
を
め
ぐ
る
信
仰
の
重
層
性
に
つ
い
て
所
謂

王
朝
交
替
論
に
ふ
れ
て
」
『
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
人
文
科
学
』
第
二
八
巻
一
九
八
〇
年
三
月
⑬
壬
生
幸
子
「
大
物
主
神
に
つ
い
て
の
一
考
察
」『
古
事
記
年
報
』
一
九
一
九
七
七
年
一
月
⑭
前
掲
書
②
⑮
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
』
第
四
巻
一
五
九
頁
一
九
七
七
年
二
月
三
省
堂
⑯
西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
第
二
巻
二
五
一
頁
一
九
七
六
年
四
月
平
凡
社
⑰
青
木
和
夫
石
母
田
正
小
林
芳
規
佐
伯
有
清
『
日
本
思
想
大
系
古
事
記
』
九
七
頁
一
九
八
二
年
二
月
岩
波
書
店
⑱
山
口
佳
紀
神
野
志
隆
光
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
古
事
記
』
一
一
六
頁
一
九
九
七
年
六
月
小
学
館
⑲
西
宮
一
民
『
古
事
記
新
訂
版
』
七
五
頁
一
九
八
六
年
十
一
月
お
う
ふ
う
⑳
前
掲
書
⑯
前
掲
書
⑲
前
掲
書
⑱
中
村
啓
信
『
新
版
古
事
記
現
代
語
訳
付
き
』
七
六
頁
二
〇
〇
九
年
九
月
角
川
学
芸
出
版
	猿
田
正
祝
「
崇
神
記
祭
祀
伝
承
考
」
『
国
学
院
大
学
大
学
院
紀
要
文
学
研
究
科
』
第
二
一
輯
一
九
九
〇
年
三
月

阿
部
眞
司
「『
古
事
記
』
の
中
の
大
物
主
神


国
作
り
と

天
下
成
立
の
中
で
の
役
割
」
『
古
事
記
研
究
大
系
5
Ⅰ
古
事
記
の
神
々
上
』
一
九
九
八
年
六
月
髙
科
書
店
前
掲
書
⑩
吉
井
巌
「
ヌ
シ
を
名
に
も
つ
神
々
」
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
二
一
九
七
六
年
六
月
塙
書
房
前
掲
書
④
前
掲
書
	
松
倉
文
比
古
「
『
記
紀
』
に
描
か
れ
た
崇
神
天
皇
像
」
『
『
日
本
書
紀
』
の
天
皇
像
と
神

伝
承
』
二
〇
〇
九
年
六
月
雄
山
閣
西
條
勉
「
オ
ホ
タ
タ
ネ
コ
の
登
場
ヒ
メ
ヒ
コ
制
は
い
か
に
終
焉
し
た
か
」
『
古
事
記
研
究
大
系
3
古
事
記
の
構
想
』
一
九
九
四
年
十
二
月
髙
科
書
店
飯
泉
健
司
「
三
輪
山
伝
承

神
の
子
と
巫
女
」
『
古
事
記
研
究
大
系
8
古
事
記
の
文
芸
性
』
一
九
九
三
年
九
月
髙
科
書
店
前
掲
書

吉
井
巌
「
崇
神
王
朝
の
始
祖
伝
承
と
そ
の
変
遷
」
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
二
一
九
七
六
年
六
月
塙
書
房
藤
原
茂
樹
「
垂
仁
天
皇
論
古
事
記
に
お
け
る
そ
の
後
継
者
お
よ
び
天
皇
像
の
変
遷
」
『
古
事
記
研
究
大
系
6
古
事
記
の
天
皇
』
一
九
九
四
年
八
月
髙
科
書
店
笠
井
倭
人
「
記
紀
系
譜
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
『
史
林
』
第
四
十
巻
第
二
号
一
九
五
七
年
三
月
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西
郷
信
綱
『
古
事
記
注
釈
』
第
三
巻
一
九
八
八
年
八
月
平
凡
社
吉
井
巌
「
崇
神
王
朝
の
始
祖
伝
承
と
そ
の
変
遷
」
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
二
一
九
七
六
年
六
月
塙
書
房
青
木
周
平
「
意
富
多
多
泥
古
出
自
系
譜
の
」
『
大
美
和
』
一
〇
〇
号
二
〇
〇
一
年
一
月
佐
竹
昭
広
「
古
代
日
本
語
に
お
け
る
色
名
の
性
格
」
『
萬
葉
集
抜
書
』
一
九
八
〇
年
五
月
岩
波
書
店
	三
谷
栄
一
「
大
物
主
神
の
性
格
」『
日
本
神
話
の
基
盤
』
一
九
七
四
年
六
月
塙
書
房

前
田
晴
人
「
古
代
王
権
と
衢
」『
続
日
本
紀
研
究
』
第
二
〇
三
号
一
九
七
九
年
七
月
松
倉
文
比
古
「
御
諸
山
と
三
輪
山
」
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
十
三
冊
一
九
八
五
年
三
月
塙
書
房
前
掲
書

阿
部
眞
司
「
『
古
事
記
』
の
中
の
丹
塗
矢
伝
承
と
苧
環
伝
承
」
『
大
物
主
神
伝
承
論
』
一
九
九
九
年
十
二
月
前
掲
書

倉
塚
曄
子
「
古
事
記
の
仮
名
表
記
」『
文
学
語
学
』
第
四
五
号
一
九
六
七
年
九
月
中
川
ゆ
か
り
「
神
婚
譚
発
生
の
基
盤
」
『
上
代
散
文
そ
の
表
現
の
試
み
』
二
〇
〇
九
年
二
月
塙
書
房
青
木
周
平
「
神
武
天
皇
成
婚
伝
承
と
一
夜
婚
」『
古
事
記
研
究
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
』
一
九
九
四
年
十
二
月
お
う
ふ
う
前
掲
書

神
田
秀
夫
「
Ⅰ
序
説
5原
文
の
文
体
は
も
っ
と
凸
凹
し
た
も
の
」
『
古
事
記
の
構
造
』
一
九
五
九
年
五
月
明
治
書
院
西
宮
一
民
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
古
事
記
』
一
三
六
頁
一
九
七
九
年
六
月
新
潮
社
福
島
秋
穂
「
『
古
事
記
』
に
載
録
さ
れ
た
三
輪
山
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
」
『
記
紀
神
話
伝
説
の
研
究
』
一
九
八
八
年
六
月
六
興
出
版
瀬
間
正
之
「
三
輪
山
型
神
婚
譚
と
須
恵
器
」
『
記
紀
の
表
記
と
文
字
表
現
』
二
〇
一
五
年
二
月
お
う
ふ
う
佐
竹
昭
宏
「
蛇
智
入
の
源
流

綜
麻
型
解
讀
に
關
し
て
」
『
國
語
國
文
』
第
二
三
巻
第
九
号
一
九
五
四
年
九
月
古
橋
信
孝
「
神
の
話
と
し
て
の
神
話
三
輪
山
型
神
婚
説
話
を
め
ぐ
っ
て
」
『
神
話
物
語
の
文
芸
史
』
一
九
九
二
年
四
月
ぺ
り
か
ん
社
川
上
順
子
「
三
輪
山
神
話
考
」
『
古
事
記
と
女
性
祭
祀
伝
承
』
一
九
九
五
年
六
月
髙
科
書
店
中
川
ゆ
か
り
「
鉤
穴
を
通
る
神
」
「
上
代
散
文
そ
の
表
現
の
試
み
」
二
〇
〇
九
年
二
月
塙
書
房
 『
平
家
物
語
』
巻
第
八
「
緒
環
」
の
緒
方
三
郎
維
義
の
話
は
よ
く
知
ら
れ
る
。
魯
成
煥
「
韓
国
三
輪
山
式
伝
説
一
例
考
」『
古
事
記
年
報
』
二
八
一
九
八
六
年
一
月
で
は
、『
三
国
遺
事
』
の
甄
萱
の
伝
説
に
加
え
て
、
武
王
伝
説
に
も
苧
環
型
の
話
型
が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
!金
井
清
一
「
崇
神
朝
の
大
物
主
神
祭
祀
記
事
に
つ
い
て
」
『
古
典
と
現
代
』
七
〇
号
二
〇
〇
二
年
十
月
"三
谷
邦
明
「
古
代
地
名
起
源
伝
説
の
方
法
」
『
日
本
文
学
』
第
三
十
巻
第
十
号
一
九
八
一
年
十
月
#松
本
直
樹
「
モ
ノ
を
祭
る
王
の
神
話
作
り

古
事
記
神
話
の
構
想
」
『
論
集
上
代
文
学
』
第
三
六
冊
笠
間
書
院
※
古
事
記
日
本
書
紀
風
土
記
の
本
文
は
、『
日
本
古
典
$學
大
系
』
岩
波
書
店
に
よ
る
。
※
万
葉
集
歌
は
講
談
社
文
庫
に
よ
る
。
（
か
ら
す
だ
に
と
も
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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